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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定

　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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　学会事務ہは，現ࡏもग़ۈ日や人を調しながら一෦テϨ
ϫーΫを実施しております．Ӧ業時ؒは通常通り，ి対応も࠶
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くおئいいたします．
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Ұൠࣾஂ๏ਓ日本地質学会
����૯会ٞࣄ

　以Լのとおり，2020年定時社員総会を開
．した࠵

日時　2020年5月23日（）14�00ʙ15�35
　　　̡ 8&#会議ࣜܗʳ

 ・総会開࠵にあたり本日ग़੮の代議員から，
議として౻一थ代議員を，෭議とし
てࡉࢤ代議員をબग़した．

 ・議は৹議開࢝に際し，ॻ記としてେ௶　
誠代議員ならびにେ୩۩代議員を指໊
し，また，同時に議事録ॺ໊人として，྆
໊を指໊した．

 ・議は，ग़੮者を確認し，総会定で
ある代議員の過45໊をこえるग़੮者が
あるので成立しているࢫએݴし，議事にೖ
った．

代議員（ʹ社員）総　99໊，
　　　　　　　　議決権総99個．
ग़੮者　85໊（1߸：ҕ任ঢ়（以Լ，ҕ）
41 ʗ議決権行者（以Լ，議）29，2߸：ҕ
40 ʗ議30，3߸：ҕ40 ʗ議30，4߸：ҕ41 ʗ
議29，5߸：ҕ40 ʗ議30　を含む）
ग़੮員　代表理事（会）：দాതو　理

事：ࠤʑ（෭会）・平ాେೋ（෭
会）　理事：ఱ野一உ・安౻णஉ・ү࡚
行༤・ΥϦスαΠϞϯ・େ౻　ໜ・Ԭా　
誠・ॹ方信一・ּؒ༑ത・ਆ୩ಸʑ・ُඌ
ଜ༗ਝ・小・࢘७・ਗ਼　ాُ・࢘ߒ
দݪ७ࢠ・小ࡈ・߶　ٶ౻　ᚸ・ޱࡔ༗
人・ࠤʑ・়וஉ・ੁপ༔հ・ਿ
ాࢠ・　誠・Լ　徹・௰　थ・
中 ᖒ　 努・ ಸ 良 正 ・ 　 ߂ ・࢚ ᒁ Ҫ　
福・ٱ康ོ・平ాେೋ・ኍٛࡔૣ・ٱ
ࡾ・و保༄康一・দాത・உ・　തװ
ాଜ宗थ・ಓྛࠀఓ・ౡಓߞޱࢁ・ࢠੜ　
以上，理事39໊

事：ࢁ本正࢘
以上，事1໊

1号ٞҊ　2�19年ۀࣄใࠂɾ2�19年ܾࢉ
ใࠂ
̍）দా会から資ྉにもとづき2019年の

事業実績֓要の報告があった．またࡈ౻常
務理事より，ࡢ年行われた事業༰，ࣥ
行理事会および理事会議決・承認事߲につ
いて報告が行われた．2019年には日本地
質学会ୈ126ճ学術େ会（ޱࢁେ会：2019
年9月23日ʙ25日）が開࠵されたが，େ会
前日に෩17 ߸の来ऻによりϓϨ८検が
中止になったものの，その他の行事はେき
な支োもなくگཫに開࠵された．地質学

会のこれまでの国際ংに関する取組Έや
そのҙ味・ҙٛ，ならびにৄࡉの࠶確認を
目的として，ʮ(441 シϯϙδムʙ国際
ংのҙ味とҙٛʙʯ（産総研ڞ同ߨಊʀ
2019 年11 月23 日）を，産業技術総合研究
所・日本ݹੜ物学会とڞ同して開࠵された
ことが報告された．地質学ࢽࡶでは，125
周年記念特ू߸のग़൛を継ଓして実施し，
通常論文のߘもए૿ׯ加し，安定したग़
൛ができたことが報告された．地球科
学ܥ最େの学会として学問発展にد与する
ために，ࡢ年，学会ओ導でֳに提案
したʮ学術େܕ研究計画ʯが，େܕ研究

（Ϛスターϓϥϯ2020）に定したことが
報告された．また，৽ܕίϩφΟϧスの
છ֦େ防止のために，支෦ྫ会や総会等ײ
の行事開࠵にあたっては適切な対応を求
め，会員・一般ࢀ加者の健康，ならびに公
衆Ӵੜに配慮したことが報告された．日本
地質学会など֤બߟ結果および*TMBOE 
"SDબߟ結果について報告された．
　なお，2019年5月以߱2020年5月までに੦
がڈ年において੦ࠓされた会員およびڈ
判明した会員20໊（うち໊༪会員8໊）に
対し，を๋͛た．

̎）会計担の理事から2019年決ࢉにつ
いて報告があった．たͩし，৽ܕίϩφ
Πϧスの影響で会計査をऴえていないこ
とから，決ࢉについては会計査ޙ改めて
承認を得たいࢫ説明があった．また報告の
中で，会員のݮগ傾向が継ଓしており，
会අऩೖのݮऩがଓいていることがհさ
れた．
　決ࢉについてのΈ，本日の議決対象には
含めず，継ଓ案݅とすることが提案され
た．

　1߸議案に対しては，学術େ会開࠵につい
て担支෦とのڠ議がे分行われていないと
の反対ҙ見があった．これについては，連བྷ
がややれたが，本総会までに担支෦，お
よび開࠵地関者らとの合ҙが得られている
説明があった．本議案について，2019年ࢫ
決ࢉを除いた༰に対して࠾決を行い，ࢍ成
84，反対1で本議案は承認された．

2号ٞҊ　ٞһ͓Αͼཧࣄબ݁ڍՌ
　ඈాબڍ理ҕ員より，現理事および
事全員が本総会ऴ了と同時に任ظຬ了しୀ任
となるため，代議員および理事બڍを実施し
たࢫ報告があった（代ಡ：ࡈ౻常務理事）．
代議員立ީิ者のબ結果，代議員からの理
事立ީิ者のબ結果が報告された．
　本議案については，特に質ٙ応はなく，
全会一கで承認された．

�号ٞҊ　2�2�年ܭۀࣄը�
　দా会より，2019年の本学会の事業成
果を踏まえた2020年の事業計画の基本方
が示された．会員ݮগにう理事や代議員
の定の見し，支෦のあり方，とくにװ事
の成り手がগないこと，2020年の学術େ会
開࠵について，議場からのίϝϯτ，質問が
あった．代議員や理事の定の見しを2020
年に検討していくこと，ັ力ある支෦活動
のॆ実の重要性が説明された．また，2020年
が事業計画に反ө（ظԆ）େ会の中止ݹ໊
されていないࢫ，議決権行ॻでの反対ҙ見
があったが，これについては，事業計画立案
時にはେ会開࠵が前提とされており，ޙࠓの
େ会開࠵可൱については次ظ理事会での検討
にҕねるࢫ説明があった．
　本議案は，ࢍ成84，反対1で承認された．

4号ٞҊ　2�2�年༧ࢉҊ�
　理事より2020年の予ࢉ案について説明
がなされた． 2019年予ࢉよりऩೖ，支ग़
ともֹݮとなっている．ܦඅઅݮ，事務ہ体
制の改ֵに努めているものの，来年は引き
て༬ۚを445ສԁ取り่す必要があること
が説明された．また，2020年より年会ߨԋ
要ࢫをXFCでのࡌܝとするため，年会開࠵事
業でのҹ本අ支ग़を計上していないこと
が説明された．
　本議案については，特に質ٙ応はなく，
全会一கで承認された．

5号ٞҊ　໊༪会һͷબग़
ީ，ʑ໊༪会員ਪનҕ員会ҕ員よりࠤ　
ิ者2໊についてհがあった．
　本議案は，特に質ٙ応はなく，全会一க
で承認された．

　以上をもって৹議をऴ了し，দాതو会
のୀ任ѫࡰのޙ，議はด会をએݴした．ด
会に際し，1߸議案の2019年決ࢉに対する
৹議のため，総会のʮ継ଓ会ʯ（7月予定）を
開࠵するࢫ議より告知があった．

2020年5月23日

　以上，決議を明確にするためこの議事録を
成し，議，෭議およびग़੮代議員，理࡞
事がこれに記໊，押ҹする．

一般社団法人日本地質学会2020年総会 
総会議　౻一थ

総会෭議　ࡉࢤ
議事録ॺ໊人　େ௶　誠
議事録ॺ໊人　େ୩۩

代表理事　দాതو
理事　ᜊ౻　ᚸ

Ұൠࣾஂ๏ਓ日本地質学会2�2�年૯会
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2020年理事（任2ظ年）
ᬒࠤ知ࢠ（ब任）　Ѷ　ण一（ब任）　ఱ
野一உ（重任）　安౻णஉ（重任）　ү࡚行༤

（重任）　ΥϦスαΠϞϯ（重任）　野ོ
೭（ब任）　େ౻　ໜ（重任）　Ԭా　誠（重
任）　ॹ方信一（重任）　ඌ上࣏（ब任）　
ּؒ༑ത（重任）　ङ野জ（重任）　ُඌߒ
正உ（ब任）　ُా　७（重ߴُ　（重任）࢘
任）　ਗ਼࢘（重任）　ଜ༗ਝ（重任）　
ਗ਼ণ一（ब任）　ޙ౻ٱ（ब任）　小দݪ
७ࢠ（重任）　小ٶ　߶（重任）　ࡈ౻　ᚸ

（重任）　ޱࡔ༗人（重任）　ࠤʑ（重
任）　ਿాࢠ（重任）　ࢻྱౢߴ（ब任）　
Լ　徹（重任）　௰　थ（重任）　౻一
थ（ब任）　中ᖒ　努（重任）　ೲ୩༑規（ब
任）　ಸ良正（重任）　　࢚߂（重任）　
ࠜ本थ（ब任）　野ా　ಞ（ब任）　ૣࡔ康
ོ（重任）　平ాେೋ（重任）　౻Ҫ正ത（ब
任）　　ത（重任）　ࡉࢤ（ब任）　
保༄康一（重任）　দాୡੜ（ब任）　দాത
ఓࠀଜ宗थ（重任）　ಓྛాࡾ　（重任）و

（重任）　ౡಓࢠ（重任）　෦　३（ब任）　
ඈௗ（ब任）ޱࢁ

以上49໊

Ұൠࣾஂ๏ਓ日本地質学会
����૯会ʮܧଓ会ʯٞࣄ

　以Լのとおり，2020年定時社員総会ʮ継
ଓ会ʯを開࠵した．

日時　2020年7月4日（）14�00ʙ14�26
　　　̡ 8&#会議ࣜܗʳ

 ・議より5月23日総会時に承認できなかっ
たୈ1߸議案の一෦༰について৹議する
ため，ʮ継ଓ会ʯの開࠵がએݴされた．

 ・議は৹議開࢝に際し，ॻ記としてେ௶　
誠代議員ならびにେ୩۩代議員を指໊
し，また，同時に議事録ॺ໊人として，྆
໊を指໊した．

 ・議は，ग़੮者を確認し，総会定で
ある代議員の過49໊をこえるग़੮者が
あるので成立しているࢫએݴし，議事にೖ
った．

代議員（ʹ社員）総　99໊，
　　　　　　　　議決権総99個．
ग़੮者　65໊（ҕ任ঢ়23 ʗ議決権行者
33を含む）
ग़੮員　代表理事（会）：দాതو　理

事：安౻णஉ・ү࡚行༤・ΥϦスαΠϞ
ϯ・େ౻　ໜ・Ԭా　誠・ॹ方信一・小ٶ　
ʑ・௰　थ・中ࠤ・ᚸ　౻ࡈ・߶
ᖒ　努・平ాେೋ・ኍٛٱ・　ത　
以上，理事15໊

事：౻本ޫ一・ࢁ本正࢘　以上，事2໊

1号ٞҊ　2�19年ۀࣄใࠂɾ2�19年ܾࢉ
ใࠂ�ͷ͏ͪʮ2�19年ܾࢉใࠂʯ
　2019年決֓ࢉ要は5�23にすでに報告ࡁΈ

であるため，ӡӦࡒ෦会担のॹ方理事か
らิと一෦म正の報告があった．会අऩೖ
について，5月の総会報告からのम正報告が
なされた．また，2019年ޱࢁେ会はࣈࠇであ
ったこと，全体としてはࣈであることの報
告があった．
　そのޙ，౻本事װ事より会計査の実施
報告があった．，2019年における会計につ
いて，適正，的確にॲ理されているとの報告
があった． 
　2019年決ࢉ報告について，特に質ٙ応
はなく，全会一கで本議案は承認された．

　以上をもって৹議をऴ了し，দాതو会
のѫࡰのޙ，議はด会をએݴした．

2020年7月4日

　以上，決議を明確にするためこの議事録を
成し，議，෭議およびग़੮代議員，理࡞
事がこれに記໊，押ҹする．

一般社団法人日本地質学会2020年総会ʮ継
ଓ会ʯ

総会議　౻一थ
総会෭議　ࡉࢤ

議事録ॺ໊人　େ௶　誠
議事録ॺ໊人　େ୩۩

代表理事　দాതو
理事　ᜊ౻　ᚸ

����ܭۀࣄըʹরΒͨ͠
本࣮֓ཁ

̍ɽ学ज़େ会
ʲޱࢁେ会ʳ学術େ会が，学問の発展にد与
する場となり，本学会の社会におけるϓϨθ
ϯス向上の場となるよう，ޱࢁେ会（ޱࢁେ
学٢ాΩϟϯύスʀ2019年9月23ʙ25日）で
は，自વ災害と地Ҭ地質の関にண目したେ
会を -0$ とڞに目指した．େ会前日に෩ 
17 ߸の来ऻによりϓϨ८検が中止になった
ものの，その他の行事はେきな支োもなく
の地࠵ڞされた．また産総研との࠵ཫに開گ
質情報展（9月21ʙ23日）ならびにࢢຽߨԋ
会（9月22日）にޱࢁେ学学ੜ会ؗにて開࠵
した．

ʲେ会ӡӦʳେ会४උに関わる行事ҕ員会と
事務ہの業務ܰݮに向けて，ࢀ加ొ録ならび
にߨԋ要ࢫのあり方について検討し，ߨԋ要
．Խを提案したࢠిࢫ

̎ɽ学ज़׆ڀݚಈ
ʲ(441シϯϙʳ現ࡏ，耳目をूめる(441に
ついて，地質学会のこれまでの国際ংに関
する取組Έやそのҙ味・ҙٛ，ならびにৄࡉ
の࠶確認を目的として，ʮ(441シϯϙδム
ʙ国際ংのҙ味とҙٛʙʯ（産総研ڞ同ߨ
ಊʀ2019年11月23日）を，産業技術総合研究
所・日本ݹੜ物学会とڞ同して開࠵した．基

調ߨԋ̍݅，ߨԋ̒݅，ならびに総合討論が
行われ，ࢀ加者は約80໊であった．

ʲ学術研究ʳ地球科学ܥ最େの学会とし
て学問発展にد与するために，ࡢ年，学会
ओ導でֳに提案したʮ学術େܕ研究計
画ʯが，େܕ研究（Ϛスターϓϥϯ2020）に
定した．

̏ɽग़൛׆ಈ
ʲ地質学ࢽࡶʳ地質学ࢽࡶでは，125周年記念
特ू߸のग़൛を継ଓして実施した．また通常
論文のߘもए૿ׯ加したこともあり，地質
学ࢽࡶを安定してग़൛することができた．た
ͩし，通常論文ͩけで月ץをҡ࣋するのは，
引きつづき厳しいঢ়گにある．またஶ࡞権同
ҙॻ等のӳޠ൛උを行った．

ʲ*TMBOE "SD ࢽ  r*TMBOE "SD ࢽのग़൛を継ଓ
した．本年の*'は0.893であり，ࡢ年とൺֱ
しわずかながら上ঢした．さらなる*'のΞ
οϓのために，理事を࢝めとする学会װ෦か
らのߘをଅすとڞに，特ू߸等ا画など
種ʑの観点からの検討を実施した．また受理
規定ߘまでの時ؒをॖするためにࡌܝޙ
の一෦をมߋした．

ʲχϡースࢽʳχϡースࢽをຖ月ץ行し，最
ۙの研究動向などの学術༰の提供に努め
た．

ʲδΦϧδϡʳ公ࣜ広報ࢽであるδΦϧδϡ
については，よりଟくのࢢຽの目に৮れるよ
うϑϦーϖーύーԽのਪ進を図るとڞに配
地点を֦ॆした．同時にࢍڠ記事のڧԽによ
りܦඅのѹॖࡦが͡ߨられた．

̐ɽ地質ࡂରԠ
ʲ災害対応ʳ地質災害に関して，学会)1を通
͡て会員ならびに関連機関の調査報告会の情
報をੵۃ的に発信した．

ʲ災害情報発信ʳ災害に関する地質学的知識
や情報のࢢຽへの提供・発信に向け，ʮぼう
さいこくたい 2019ʯ（2019年10月19ʙ20日ʀ
加しࢀίϯϕϯシϣϯηϯター他）にݹ໊
た．来年は広ౡで開࠵予定である．

̑ɽී׆ٴಈ
ʲϑΥτίϯテスτʳୈ10ճ地球ϑΥτ
ίϯテスτを開࠵し，ࡢ年とൺֱしݮগした
ものの力࡞ぞΖいの 338点の応ื࡞品の中か
ら，最༏लをは͡め 12 点のೖબ࡞品をબ
ग़し，総会時に表জࣜを行った．

ʲ地学ΦϦϯϐοΫ  r地学ΦϦϯϐοΫにつ
いては，地学ΦϦϯϐοΫ支ԉҕ員会を中心
に継ଓ的に支ԉを行っているとこΖであり，
年はୈ13ճؖ国国際େ会（2019年8月26ࠓ
日ʙ9月3日）と来年のୈ14ճ地学ΦϦϯϐ
οΫ（ϩシΞ）の予બとなるୈ 12 ճ日本େ
会へのڠ力を行った．ୈ13ճؖ国େ会では，
日本代表 4 ໊が全員ۚϝμϧにًき，国別
ॱ位で1位となった．特別ݣのੜె1໊もۚ
ϝμϧ相のૉらしい成績をऩめた．加え
て，ए年の地質・地球へのڵ味ىשを目指
しʮ小学ੜのための地学ΦϦϯϐοΫ：νϟ
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Ϩϯδ地球ʯを関地۠（ࢁӄւ؛δΦύー
Ϋ他ʀ11月10日・12月5日）において開࠵し
た．

ʲαϚースΫーϧ  r地ՐࢁこどもαϚース
Ϋーϧについても継ଓ的に支ԉを行っている
事業であり，αϚースΫーϧ連合ا画ҕ員
会，ӡӦҕ員会にڠ力している．ࠓ年のୈ
20ճ地ՐࢁこどもαϚースΫーϧʙ研究者
と୮ޙを८る̎日ؒʙ（2019年8月10日ʙ11
日）には，20໊の小・中・ߍߴੜのࢀ加があ
った．またୈ21ճ地ՐࢁこどもαϚースΫ
ーϧ（ઙؒࢁ）の開࠵に向けてڠ力を進めて
いる．

ʲݝのੴ ʮrݝのੴʯに関する一般向けॻ੶の
ग़൛に向けて，Ҫཾݩ会を中心としたϓϩ
δΣΫτνームがฤू࡞業を行った．

ʲ地質の日ʳ地質の日については，本෦およ
び֤支෦において普及事業を実施し，またڞ
．ԉ等を行ったޙ・࠵

ʲその他ʳࡢ年࠾された文෦科学ল科学
発ϙスターʮ一家に̍ຕのϙスターʯ（テܒ
ーϚ：日本ྻౡ̓ԯ年）について，関機関
ならびに会員に配し，地質学の社会への普
及に努めた．またرするϚスίϛ関者へ
のδΦϑϥοシϡの配信を実施した．

̒ɽࣾ会ݙߩ
ʲ+*4関ʳओ導的に支ԉしてきた日本標४規
格	+*4 "0204
およびϕΫτϧ値地質図に
関する日本標४規格	+*4 "0205
の改正を実
施した．

ʲ$1%関ʳا業会員に向けʮ質・地質技
術 者 の ੜ ֔ 学 श ω ο τ（(&0�4DIPPMJOH 
/FU）ʯを利用しا画するߨश会・見学会の
情報を提供し，ࢀ加者へは$1%証明ॻを発
行した．またब৬支ԉϓϩάϥムをޱࢁେ会
にてا画・実施した．

ʲδΦύーΫʳδΦύーΫについては，平ా
෭会・δΦύーΫ支ԉҕ員会を中心に，৽
体制となった +(/（日本δΦύーΫωοτ
ϫーΫ）および +($（日本δΦύーΫҕ員
会）へのڠ力を進め，世քδΦύーΫ৹査に
関わる業務の一෦を地質学会が実施した．

ʲ情報発信ʳ学術େ会に関するϓϨスϦϦー
スや，ʮ研究倫理ʯやʮνόχΞϯʯに関す
る会明等を発信し，地質学の社会的ϓϨ
θϯスの向上に努めた．

̓ɽ地学ڭҭ
ʲେ学ೖࢼ  rྩ2年େ学ೖࢼηϯターݧࢼ
（本ݧࢼ）の地学関連科目ʮ地学基ૅʯʮ地
学ʯ問題を確認し, ʮྩ 2 年େ学ೖࢼη
ϯターݧࢼの地学科目に関するҙ見ॻʯを取
りవめ，ೖࢼηϯターにૹ付した．

ʲ8FC教材ʳࡢ年ʮΏめ基ۚʯॿ成ۚによ
り小ʙ中学ੜを対象として࡞成された教育用
8FC教材ʮϘΫたちのʠもとʡから地球
のことを知Ζうʯについて，ύϯϑϨοτを
配する（約1,000ຕ）とڞにデϞϯスτϨ
ーシϣϯ等を実施し，教材のϢーβϏϦテΟ
ーの検証と普及に努めた．

̔ɽࡍࠃ࿈ܞ
ʲ学術交流ڠ定ʳ学術交流ڠ定をక結してい
るେؖ地質学会，タΠ地質学会，Ϟϯΰϧ地
質学会，ϩϯυϯ地質学会，地質学会と
の交流を継ଓするとともに，タΠ地質学会と
Ϟϯΰϧ地質学会とは学術交流ڠ定をߋ৽す
る手ଓきを行った．

ʲ国際交流  rେؖ地質学会（νΣδϡʀ2019
年10月23日ʙ26日）に国際交流担理事がग़
੮・ߨԋした．またେؖ地質学会ࣥ行෦との
会合において，ޙࠓの྆国ؒの国際交流につ
いてҙ見交がなされ，学術研究分野におけ
る実質的な連携と 2024 年開࠵のສ国地質学
会（*($）における८検ࡦ定に۩体的にண手
することで合ҙした．

̕ɽ学会ӡӦ
ʲ事業ӡӦʳࡢ年に行った学会ࡒの見
しを踏まえた֤事業の実行にあたり，事業目
的のୡ成とޮ果の確認を踏まえて֤事業の
健全Խに努めた．また৽ܕίϩφΟϧスの
છ֦େ防止のために，支෦ྫ会や総会等のײ
行事開࠵にあたっては適切な対応を求め，会
員・一般ࢀ加者の健康，ならびに公衆Ӵੜに
配慮した．

ʲ地質学ࢽࡶग़൛事業ʳ地質学ࢽࡶのग़൛事
業については，会員へのΞϯέーτ調査の結
果をもとに，χϡースࢽを含むग़൛物の発行
やその他の会員αーϏスや会員ҡ࣋等の観
点から，発行ճ等のग़൛ܗଶならびにిࢠ
Խについて総合的視点に立ってग़൛・ࡒ務ઓ
ུの検討を実施した．

ʲ会員αーϏスʳ会員に対しては，δΦϑϥ
οシϡや)1，χϡースࢽを通͡て，さまざ
まなࢀ加行事の広報を継ଓ的に行ってきた．
またا業会員への$1%証明ॻの発行や学ੜ・
Ӄੜ会員へのब৬支ԉϓϩάϥムの開࠵等の
活動を通͡て学術発表以֎のϝϦοτの૿େ
を目指した．

ʲ学会組織ʳ学会をߏ成するଟくのҕ員会に
ついて，その活動ঢ়گをѲし，֚ܗԽある
いは重ෳしているҕ員会等については業務
༰と責任の明確Խとҕ員会の理・౷合を検
討した．

ʲ事務ہ体制ʳ学会事務ہについて，業務
༰分担を࠶確認するとڞに，৽たな組織・人
員体制による業務の理౷合とޮԽ，なら
びに諸規ଇのඋによる継ଓ的な事務ہ業務
のਪ進を実施した．

����ܦۀࣄաใࠂ

̍ɽใ߲ࣄࠂ
̍）会һͷಈ੩
　2020年4月現ࡏの会員は，ࢍॿ会員27社，
໊༪会員44໊，正会員3369໊（うちӃੜׂ引
72໊,学෦ׂ引1໊），会員総3440໊，2019
年4月とൺて74໊のݮগであり，その
༁は次のとおりである．

　　ೖ会者：120（ࢍॿ 0社，正会員 120໊
ʤうちӃੜׂ引87໊，学෦ׂ引 13໊ʥ） 
ୀ会者：115（ࢍॿ 0社，正会員 115
໊ʤうちӃੜׂ引7໊，学෦ׂ引 0໊ʥ）
除੶者：61（正会員61໊）

　　੦ڈ者：18（໊༪会員 8໊，正会員10໊）
　　໊༪会員：ా༟	2019�5�26
，ଜහ

༤	10�11
，ழٛٱڷ	11�22
，ౡޫ
	11�26
，େീ規	2020�2�27
，ࣲా　

2�28	ݡ， ੴ ݪ ॢ 
3�2	ࡾ， ਡ ๚ ݉ 位
	3�15


　　正会員：野ాກ	2019�4�2
لতڮ∁，
	4�25
， ന ੴ 正 一	5�1
，  ધ　 ਗ਼
	5�11
，௩ా༗一	7�17
উ己ࠇ，
	9�7
， ᜊ ౻ 保 人	9�19
， ٦　 জ 一
	10�1
， ҏ ౻ ӳ ೭	12�4
， 加 ౻ ٱ ඒ
	2020�4�15


̎）学会ӡӦʹؔ͢Δॾू会ٴͼҕһ会ͷ
ಈ׆
ʻ2019年定時総会ʼ
日時：2019年5月25日　14�00ʙ15�30
会場：とͽあୈ2研मࣨ
議決権のある社員総 99໊（定：50໊），

議決権の 99個ग़੮社員（ҕ任ঢ়およ
び議決権行ॻ提ग़者を含む）87໊， 議決
権の総 87個，ग़੮理事 36໊，ग़੮事 
2໊

৹議事߲：1）2018年事業報告・決ࢉ報告，
2）2019年事業計画， 3）2019年予ࢉ案，
4）໊༪会員のબग़

いずれの議案もࢍ成ଟで承認．

ʻҕ員会等の開࠵ʼ
 ・ࣥ行理事会（13ճ）議事༰，報告等につ

いては，ਵ時)1,χϡースࢽにࡌܝ
 ・理事会（4ճ）議事༰，報告等について

は，ਵ時)1,χϡースࢽにࡌܝ
 ・その他ҕ員会（ϝーϧによる会議を含め，

ਵ時開࠵）
̏）学会ͷ行ࣄɾۀࣄ
̍．日本地質学会ୈ126年学術େ会（ޱࢁ） 
会2019：ظ年9月24日ʙ26日
会場：ޱࢁେ学٢ాΩϟϯύス
加者：730໊ࢀ
 ・一般発表申ޱ）569݅：ࠐ頭334݅，ϙスタ

ー 235݅）
 ・シϯϙδム：2݅	41.ౡހμΠφϛΫス研

究のϑϩϯテΟΞ：ޱ頭7݅ʗ 42.日本で
ଟ発するੴ流災害：ޱ頭6݅）

 ・ΞτϦーνηοシϣϯ：ϙスター 2݅
 ・小さな&BSUI 4DJFOUJTUのつどい：ୈ17ճੜ

ె地学研究発表会：1113݅ߍ
展示ϙスター：なしٸۓ・ 
 ・༏लϙスターのत与：14݅
 ・८検：実施5ίース	ϙスτ�#,$,%,',(,)
，

中止2ίース	ϓϨ�",&

 ・ϥϯνϣϯ：15݅
 ・ؒ小ू会：9݅
ʻ日本地質学会֤のत与ࣜ・記念ߨԋ会ʼ
日時：9月23日（月・ॕ）15�30�17�15，会場：
େ学会ؗ	ޱࢁେ学٢ాΩϟϯύス
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 ・来ෂѫࡰ　ా中広ࢯ（ޱࢁେ学෭学）
 ・日本地質学会国際受ϏデΦスϐーν：

3CFSU +. 4UFSO
 ・日本地質学会小ᖒّ明受スϐーν：ᜊ

౻誠࢙ʮいΖいΖߟえてΈるʵΠϕϯτ研
究のその先へʵʯ

 ・日本地質学会受ߨԋ：ଟాོ࣏ʮߴਫ਼
ߴ解૾全連ଓईংとߴ解૾連
ଓ物理Խ学測定によるݹ物質॥環ม動෮ݩ
のすすめʯ

ʻ年会関連行事ʼ
 ・地質情報展2019やま͙ち ʕめくってΈよ

うʂେ地のかんʕ  2020年9月21日	
�23 
日	月・ॕ
,会場：େ学会ؗ，来場者�948໊

ԋ会ʮ防࠭災害から10年ʵ災害ߨຽࢢ・ 
をݧܦして次に活かすʵʯ2020年9月22 日
	日
，会場：େ学会ؗ，ࢀ加者：74໊，ߨ
ઍ明，Տٛ文ٶ，判野ॆথ：ࢣ

 ・ए手会員のための業ք研究αϙーτ 2020
年9月25日（ਫ）（8団体ग़展）会場：େ学
会ؗ

 ・小さな&BSUI 4DJFOUJTUのつどい（デδタϧ
ϙスター৹査を実施）2020年9月23日（月・
うち༏ल3݅，ྭ4，13݅ߍ11，（ॕ
݅

̎．地質の日΄か，本෦Πϕϯτ
 ・֗中δΦࢄ歩 JO )BNVSBʮ౦ژのਫΠϯ

ϑϥと地ܗ・地質ʙӋଜ取ਫԃとその周ล
ʙʯె歩見学会（日本応用地質学会とのڞ
：ࢣߨ，加者27໊ࢀ，
日	行事）� 5月12日࠵
༤࡚ࢁ

 ・ୈ10ճ地球ϑΥτίϯテスτ表জࣜ：
5月23日	
，とͽあ，৹査ҕ員：നඌ
理ݩ

 ・地球ϑΥτίϯテスτೖ࡞品८ճ展
示（2019年4月ʙ2020年3月）
౦ژύーΫスΪϟϥϦー（上野άϦϯαϩ
ϯ,౦۠上野公Ԃ）<ୈ9,10ճೖબ࡞品>
ਂా研一般公開2019 	ਂా地質研究所
10月
6日	日
<ୈ10ճೖબ࡞品,過ڈのδΦమ࡞
品>
ੜ໋のւ科学ؗ 2020年3月25日（ਫ）܊ו
ʙ6月25日（） <ୈ10ճೖબ࡞品>（˞ ৽
，છ֦େ防止のためײίϩφΟϧスܕ
5�31まで開࠵中止）

 ・小学ੜのための地学ΦϦϯϐοΫʕνϟϨ
ϯδ地球2019ʕ
ʻ౦ژ会場ʼΫΠζ30（12�15	日
，ஜେ
学౦ژΩϟϯύス文ࣷߍژ），δΦύーΫ
୳検	11�23	
，ஜࢁ地ҬδΦύーΫ
，
健ాٱ ：ࢣߨ，者：3組7໊ޢ加者ʴ保ࢀ
一
ʻେࡕ会場ʼΫΠζ30（12�15	日
，େࡕ教
育େ学），δΦύーΫ୳検	11�10	日
ӄࢁ  ，
ւ؛δΦύーΫ
者：3組8ޢ加者ʴ保ࢀ， 
ଜ教一：ࢣߨ，໊
申ࠐ人がগなかったため，༰を一෦ม
会場のδΦύーΫ୳検ژして実施．౦ߋ
	11�23
はӍఱのため中止．
ΫΠζ30は֤会場2໊（合計）4໊がࢀ加．
上位3໊に会໊の表জঢ়	ۚ，ۜ，ಔ


をत与．
 ・(441シϯϙδムʙ国際ংのҙ味とҙ

ٛʙ	産総研地質調査総合ηϯター，日本
11
࠵ڞੜ物学会とのݹ月23日	
，産総研
つく中ԝ ڞ用ߨಊ，ࢀ加者：約80໊，
ୈ̍ ෦：国際ংについて，ࢣߨ：ཬ 
༸，ఱ野一உ，ᜊ౻ ᚸ，ୈ2෦：年代ং
୯ݩ・地質年代୯ݩと(441，ࡈ：ࢣߨ౻
文ل，Ԭా 誠，Ӌా༟و，দԬ ಞ

̏．8FC教材ʰϘΫたちのʠもとʡから
地球のことを知Ζうʱの利用実績
 ・教 材63-へ の Ξ Ϋ η ス 	2019年 
：

24,234݅
 ・会員や団体からの8FC教材΄かϙスター，

ύϯϑϨοτ，ϋϯυϒοΫの利用申請
：12݅
配༁：ϙスター 	23ຕ
，ύϯϑϨοτ
	850ຕ
，ϋϯυϒοΫ	ϧーϖ付き，1,270



̐．地質学者にえてもらおう（2012年3月
ӡ用開࢝）
現ࡏ，৽規の質問受付は一時ఀ止中．これま
での質問のओなものとそのえは学会)1に
て公開中．
̐）ग़൛ͷץ行
ʻ地質学ࢽࡶʼ
 ・125月 
2019年4月	߸4רʙ126߸3ר	2020年3

月
をץ行した．総ϖーδは724ϖーδ．
ʻ日本地質学会χϡースʼ

2019年4月	߸4ר22・ ʙ23߸3ר	2020年3月
を

発行した．総ϖーδは312ϖーδ．
ʻ*TMBOE  "SDʼ
 ・*TMBOE   "SDฤ ू ҕ 員 会 の ฤ ू に よ り，

8JMFZ社 よ り7PM.28,*TTVF 3ʙ*TTVF  6， 
7PM.29,*TTVF 1 をץ行した．2020年3月ま
での総ϖーδは518ϖーδ．˞7PMVNF 
29より*TTVF1のΈのग़൛ܗଶにมߋ．

ʻδΦϧδϡʼ
 ・前ظ߸（2019年5月），ظޙ߸（同年11月）

֤20ϖーδを発行．
ʻその他ʼ
 ・ʮ一家に̍ຕϙスター日本ྻౡ̓ԯ年ʯの


൛1000ຕ֤，3"，2"	૿．
 ・ʮは͡めての地質学ʯ（ϕϨग़൛）2020年3

月16日૿	ୈ41000，෦，ྦྷ計8000෦
．
 ・ʮやす͗ʂݹੜ物図ؑʯ	ๅౡ社，日本地

質学会म
 2019年11月28日発行．
̑）ؔ࿈֎෦ҕһ会ͷྗڠ
　Լ記の関連֎෦ҕ員会等に対して本学会か
らબग़されたҕ員．継ଓしてそれぞれの活
動， 関連学会の発展と連携にڠ力した．
　日本地球科学連合：評議員（দాത
連བྷҕ員（ॹ方信一）,ϓϩάϥムҕ員，（و

（൘，ೲ୩༑規），μΠόーシテΟਪ進
ҕ員会（ງ 利ӫ），環境・災害対応ҕ員会�
災害のҕ員（ാେ࡞），環境・災害対応ҕ
員会�環境のҕ員（小ߥҪ Ӵ）自વ࢙学会連
合（ࡈ健一，12月から݉ࢠঘ知	産総研
に
交代），質・地質技術者ੜ֔学शڠ議会


ʑࠤ	（$1%），+"#&&ӡӦҕ員	
真࢘），地質の日事業ਪ進ҕ員会（ҕ員：

平ాେೋ），日本δΦύーΫҕ員会：調査ӡ
Ӧ෦会ҕ員（利ޫ誠一），	/10
地学ΦϦϯ
ϐοΫ日本ҕ員会広報小ҕ員会（ޱࡔ༗人），
地ՐࢁαϚースΫーϧӡӦҕ員（ࣲాҏ
ኍ），防災学術連携体連携ҕ員（ᜊ౻  ᚸ	常
務理事
，দాୡੜ	地質災害ҕ員
） など．
̒）ͦͷଞใ߲ࣄࠂ（ओʹଞ学ڠ会ͱͷڞ
ΘΒؔʹظ࣌࠵ͳͲɼ։ࣄ行ࢍڠԉɼޙɾ࠵
ͣ2�19年ʹ͓͍ͯঝೝͨ͠ͷ）˞ͦ
ͷ΄͔/FXT誌ɼ)1ʹࡌܝͷࣥ行ཧࣄ会ٞ
রɽࢀ録ࣄ会ٞࣄ録ɼཧࣄ
ʻ他学ڠ会などからの依頼ʼ
˞2020年2月以߱の֤行事は，৽ܕίϩφ
Πϧスײછ֦େの影響により会ظมߋなどあ
り．
 ・日 本 ೪  学 会 ୈ63ճ ೪  科 学 討 論 会
．ԉޙの（େ学ۄ࡛，2019�09�10�12）

 ・日本科学技術ৼࡒڵ団ʮ੨গ年のための科
学のࡇయ2019ʯ	2019�6�8ʙ2020�2�16，全
国55会場
のޙԉ．

࠲ߨӜౡ活அ調査会　地質の日記念ࡾ・ 
ʮࡾӜ活அ܈ओ෦，அを歩くʂʯ
	2019�5�4
のޙԉ．

とܗの地؛ւ࡚ߥӜౡ活அ調査会ʮࡾ・ 
地質を学Ϳʯ	2019�6�9
のޙԉ．

 ・δΦਆಸ	代表：ֈߐ康ޫ
，地質の日行
事ʮϲౡ Ր ࢁ と 地  ࠟ  を 見
るʯ	2019�5�18
のޙԉ．

 ・2019年一般社団法人日本地球Խ学会ୈ66
ճ年会	9�17�19，౦ژେ学
の࠵ڞ．

 ・৽ׁେ学Ѵொ学術資ྉ展示ؗαテϥΠτϛ
ϡ ー δ Ξ ム ا 画 展ʮ Ξ ϯ Ϟ φ Π τ 展 ʯ
	7�20�8�31，৽ׁେ学ӺೆΩϟϯύスとき
めいと
のޙԉ．

 ・ே日৽ฉ社ओ࠵ʮୈ17ճߍߴੜ科学技術ν
ϟϨϯδ	+4&$2019
ʯのޙԉ（࡞品ืूظ
ؒ： 9�3�10�7）．

 ・日本θΦϥΠτ学会ʮୈ35ճθΦϥΠτ研
究発表会ʯ	12�5�6，タϫーϗーϧધງ
の
．ࢍڠ

会ʮਂւからੜӜౡ活அ調査会観ࡾ・ 
まれたϲౡʯ	10�6
のޙԉ．

 ・ ୶ 国 際 活 அ  シ ϯ ϙ δ  ム2020 
	2020�1�14�17
のޙԉ．

 ・こどものためのδΦΧーχόϧا画ҕ員会
	代表者：ኍٛٱ
，ୈ20ճこどものため
のδΦΧーχόϧ（11�2�3，େࢢࡕ立科学
ؗ）のޙԉ．

 ・ਂా地質研究所ʮਂా研一般公開2019ʯ
	10�6
のڠ力（ϑΥτίϯࣸ真のିしग़
し）．

 ・ੴ༉技術ڠ会ʮྩݩ年ळߨقԋ会ʯ
（10�17，౦ژେ学小ࣲϗーϧ）のࢍڠ．

 ・ϑΥοαϚάφϛϡーδΞム特別展ʮ日本
ྻౡのྺ࢙をมえたੴ展ʯ	10�15�12�1
の
．ԉޙ

 ・/10法人地学ΦϦϯϐοΫ日本ҕ員会，
地 球 科 学 普 及 ߨ ԋ 会ʮ 地 球 を Ϳ ら り ʯ
	11�9，େ学
のޙԉ．

 ・ୈ29ճ環境地質学シϯϙδム	11�29�30，
日本େ学
の࠵ڞ．
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12�2，日本	  力総合シϯϙδム2019ࢠݪ・ 
学術会議ߨಊ
の࠵ڞ．

 ・日本ΞΠιτーϓڠ会ʮୈ57ճΞΠιτー
ϓ・์ࣹઢ研究発表会ʯ	2020�7�3�9，౦ژ
େ学ੜߨಊ
のޙԉ．

 ・ਆಸݝ立ੜ໋の・地球ത物ؗ，2019年
ا画展ʮΰϯυϫφʕؠੴがޠるେの
িಥと分྾ʕʯ	2020�2�29�8�31
の࠵ڞ．

 ・ୈ17ճؠੴ�ਫ相互࡞用国際会議（2021�8�2�
7）の࠵ڞ．

 ・+".45&$֎෦ߨԋ会ʮもっと知Ζう，お
もしΖւのՐࢁ学ʯ	2020�2�23，国立科学
ത物ؗ日本ؗ2֊ߨಊ
のޙԉ．

 ・ਫࢢށ立ത物ؗ特別展ʮਫށのେ地の成り
立ちʵਫ140ށԯ年࢙ʵʯ	2020�2�9�3�1
の
．力（ϑΥτίϯࣸ真のିしग़し）ڠ

 ・科学教育研究ڠ議会ʮୈ67ճ全国研究େ会
	福ౡେ会
ʯ（会ظԆ，福ౡݝҏୡࢢ立ྶ
．ԉޙの（ߍ中学ࢁ

画展示ʮୈ10ճاੜ໋のւ科学ؗࢢ܊ו・ 
地球ϑΥτίϯೖ࡞品展	2020�3�25�
6�28	ྟ時4�11�5�31：ؗٳ

のޙԉ．

 ・日本学術会議公開シϯϙδムʮνόχΞ
ϯ，その学術的なҙٛʯ	会ظԆ
の࠵ڞ．

 ・全国地質調査業ڠ会連合会・ࡁܦ調査会，
改గʮઃ計業務等標४ੵࢉ基४ॻの解説ʯ
説明会	2020�6月�9月	会ظมߋの可能性あ
り
，全国
のޙԉ．

 ・5FDIOP�0DFBO2020（2020�10�1�3，ਆށί
ϯϕϯシϣϯηϯター）のࢍڠ．

 ・ஜେ学ேӬৼ一記念ୈ15ճʮ科学の
ժʯ（࡞品ืू2020�8�17�9�19：ؒظ）
のޙԉ．

 ・ୈ36ճθΦϥΠτ研究発表会（2020�11�19�
20，ࢁ国際会議場）のࢍڠ．

団，ઃ立ࡒڵφνϡϥϧώスτϦーৼݪ౻・ 
40周年記念公開シϯϙδムʮւと地球の
自વ࢙ʯ	2020�10�10，౦福祉େ学ઋ
Ӻ౦ޱΩϟϯύス
のޙԉ．

ʻ他学ڠ会などへ依頼ʼ
 ・ୈ11ճ地球ϑΥτίϯテスτについ

て，ޙԉおよびࢍڠを依頼し承された．
（　）はޙԉおよびޙ．ۚࢍڠԉ：日本δ
ΦύーΫωοτϫーΫ（3ສԁ），ਂా研δ
Φమ普及ҕ員会（1ສԁ） ࣜג：ࢍڠ会社
ΟϯデΟーωοτϫーΫ（5ສԁ）

 ・ʮ一家に̍ຕϙスター 日本ྻౡ̓ԯ年ʯに
ついて，౦େ学との連໊で文科লに対し
成果利用申請を提ग़し承認された	"2，
"3，֤൛とも1000ຕ૿
．

 ・学会教材の普及・広報活動：8&#教材ʮϘ
Ϋたちのʠもとʡから地球のことを知Ζ
うʯ ύϯϑϨοτと一家に̍ຕϙスター

ʮ日本ྻౡ̓ԯ年ʯについて，学会がޙԉ
した次の2つの行事において配ڠ力を依
頼し承された．
৽ׁେ学ا画展ʮΞϯϞφΠτ展ʯ	7�20�
8�31
 
科学教育研究ڠ議会全国େ会	8�9�11，福Ԭ


 ・小学ੜのための地学ΦϦϯϐοΫʕνϟϨ
ϯδ地球2019ʕへのޙԉを依頼し承され

た．
ʻ౦ژେ会・େࡕେ会ڞ通ʼ	ޙԉ
日本地学
教育学会，	特別ޙԉ
/10地学ΦϦϯϐοΫ
日本ҕ員会
ʻେࡕେ会のΈʼ	ޙԉ
δΦύーΫ؛ӄւࢁ
ਪ進ڠ議会，๛Ԭࢢ，ฌݝݿ立େ学େ学Ӄ地
Ҭ資源Ϛωδϝϯτ研究科
 ・ୈ127年学術େ会：໊ݹେ会のηοシϣ

ϯ࠵ڞ：ଯੵ地質෦会に関わる4 ηοシϣ
ϯについて，日本ଯੵ学会，ੴ༉技術ڠ会
୳߭技術ҕ員会と日本༗機地球Խ学会へڞ
．を依頼し承された࠵
39：ଯੵ物（ؠ）のى源・組織・組成ʗ
310：ࢎԘؠのى源と地球環境311：ଯ
ੵ過程・ଯੵ環境・ଯੵ地質ʗ 312：ੴ
༉・ੴ地質と༗機地球Խ学
ಈ׆෦ͷࢧ（̓
ʻւಓ支෦ʼ
̍．支෦ྫ会（6�15	
）．個人ߨԋ7݅，ট

 ߨ ԋ1݅， ࢀ 加 者：36໊． ট  ߨ ԋ：
ʮ2018 年ւಓৼ౦෦地によって発ੜ
したࣼ໘ม動ʯ ࢣߨ：ాۙ३（υーίϯ

（ಓ総研ϑΣϩー �（ג）
̎．ʮ地質の日ʯ記念展示：ࣦわれたをਘ

ねてʰਫのʱࡳຈ（4�27	
ʙ6�16	日
，  
ւಓେ学総合ത物ؗ），ओ࠵：ʮ地質の
日ʯ展示実行ҕ員会・ւಓେ学総合ത物
日本地質学会ւಓ支෦・産総：࠵ڞ ，ؗ
研地質調査総合ηϯター・ಓ総研地質研究
所・ւಓത物ؗ・ࡳຈࢢത物ؗ活動ηϯ
ター・ւಓ地質調査業ڠ会，ޙԉ：ւ
ಓ教育ҕ員会・ࡳຈࢢ教育ҕ員会，ڠ力：
ւಓେ学ຒଂ文Խࡒ調査ηϯター・ࢁの
手ത物ؗ・αΠΤϯス・ίϯιーシΞムࡳ
ຈ（ࡳຈ科学ஊ会・ࡳຈࢢ中ԝ図ॻؗ・
ത物ؗ活動研究ηϯターࢢຈࡳ

関連するࢢຽηϛφー
 ・ୈ一ճʮʮਫのʯࡳຈʵίτχをਘね

てʯ（5�11	
ւಓ）ޗলࡔٶ：ࢣߨ，（
総合地質学研究ηϯター），ࢀ加者：120
໊．

 ・ୈೋճʮʮਫのʯࡳຈʙۙにるਫの
ࠟʙʯ（6�9	日
ݹ：ࢣߨ，（
ਔ（ࡳຈࢢത物ؗ活動ηϯター），ࢀ加者：
90໊．

関連する८検
 ・ʮ֗中δΦࢄ歩 JO 4BQQPSPʮίτχʯを

歩くʯ	5�25	

，案者：ࡔٶলޗ（ւ
ಓ総合地質学研究ηϯター）・ࢁೋ

．加者� 24໊ࢀ，（の手ത物ؗࢁ）
ʻ౦支෦ʼ
̍．見学ཱྀ行ʮ能代・ീๆ・നਆ地Ҭの地

質ʯ（6�22	
ʙ23	日
，一ധೋ日．能代，
ീ ๆ，നਆ地Ҭに分するஈٰ܈とม動
地ܗ，Րؠࢁ類，ਂ成ؠ類，ϚΠϩφΠ
τ，ेೋބେ規地すり地ܗなどを見
学．），案人：౻本・ྛ・ग़・．ࢀ
加者：11໊．

̎．2020�2�29	
ʙ3�1	日
にかけてシϯϙδ
ム3ߨԋ，ޱ頭発表15݅，ϙスター発表7
݅を予定していたが，৽ܕίϩφΟϧス

の影響をߟ慮して2�23に中止を決定．
ʻ関౦支෦ʼ
̍．८検関
 ・ஜࢁ地ҬδΦύーΫ८検2019年10月20日
（日），ࢣߨ：ஜେ学 ాٱ健一，ਿݪ
ϚΠΫϩόス，（শུ，以Լ同͡ܟ）܆
用，ࢀ加者20人

 ・uਆౡ८検2019年11月30日（）ʙ12月1
日（日），࠵ڞ：टେՐࢁ災害研究ηϯ
ター，ࢣߨ：小ྛ ३（੩Ԭݝࢁ࢜世ք
遺産ηϯター）・ଜాণଇ（टେ学౦ژ
Րࢁ災害研究ηϯター）・ླؽ（同）・
ᖒ文উ（ਆಸݝ立ੜ໋の・地球ത物
加者14人（δΦΨΠυ2人）ࢀ，（ؗ

 ・（中止）ΞτϦーν८検ʮνόχΞϯʯ
2019年11月24日（日）෩19߸災害のため
Ԇ

છ防止ײˠ2020年3月22日（日）ίϩφظ・ 
のため中止，ࢣߨ：Ԭా 誠（ ҵ  େ
学教त）

 ・（中止）େүٰྕՐࢁփ८検2020年2月16日
（日）Ӎఱのため中止，平௩ࢢ地۠，
༑ത（ശࠜδΦϛϡーδΞּؒ：ࢣ    ߨ
ム）

̎．シϯϙδムなど
 ・シϯϙδムʮ関౦のテϑϥ ʖ 最ۙの年

代観と供څ源 ʖ ʯ2020年1月25日（），
۠とͽあ，ࢣߨ（ߨԋॱ）：小ྛ　३

（੩Ԭݝࢁ࢜世ք遺産ηϯター），ּؒ༑
ത（ശࠜδΦϛϡーδΞム），中ཬ༟ਉ

（研機ߏ），中ᖒ　努（産総研），ాଜࢳ
，ਫ野ਗ਼ल（産総研），（ژटେ学౦）ࢠ
ླؽ（टେ学౦ژ），ࢀ加者131人，
（ג），μΠϠίϯαϧタϯτ （ג）：ࢍڠ
地ݍ総合ίϯαϧタϯτ，（ג）地൫ݧࢼ
所

 ・地質技術承会ʮੴ༉地質分野における
VODPOWFOUJPOBMあるいはඇੴ༉的なʯߨ
技   ޛ   会社   ԣҪࣜגੴ༉資源開発：ࢣ
術本෦ϑΣϩー     ڠ力：（一社）౦ژ
地質調査業ڠ会，ࢀ加者43人

地ҬδΦࢁஜ：࠵シϯϙδム（ओ࠵ڞ・ 
ύーΫਪ進ڠ議会）ʮ研究の最前ઢ：中ظ
ܗ৽世以߱の関౦平野౦෦の地質と地ߋ
発ୡʯ，10月19日（） ，つくࢢ所ί
ϛϡχテΟー౩ୈ一会議ࣨ，ࢀ加者85໊

̏．ϑΟーϧυΩϟϯϓ
 ・2019年8月19日（月）ʙ24日（）ઍ༿ݝ

同実ڞେとのژ，౦େઍ༿ԋशྛࢢי
施，ڠ      力：ੴ༉資源開発ࣜג会社，ג
ࣜ会社μΠϠίϯαϧタϯτ，ࢀ加学ੜ2
人，म了2໊ޙೖ会．

̐．αΠΤϯスΧϑΣʮϚϯωϯʷシόϋϥ
ʷ立体地図（ϒϥϚϯωϯ2）ʯ
 ・2019年6月9日（日）15�17時（14時開場）

会場：#BS  EF  ೆۃྉ理人  .JSBJ　関
Ӻ（+3ࠜ؛ઢ・ԣࢢӦ地Լమ），ࢀ加27
人，ήスτスϐーΧー：ᤈ年一߶ࢯ（ਆಸ
ݝ    Թઘ地学研究所）・ࣳڿݪࢯ（地
球科学可視Խ技術研究所）・ϑΝシϦテー
タ：Ԭࢁ༔ࢠ（科ത4$"）
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̑．総会
 ・2019年4月13日（）۠Ӌ会ؗ，ग़੮

者33໊ʴҕ任ঢ়71໊で成立．活動・会計  
報告，活動計画・予ࢉ案 承認された

̒．支෦ޭ࿑2݅：౦ژେ学ઍ༿ԋशྛ，
相ࢢݪ立ത物ؗ
事会（月1ճ程のִؒで実施：4月13װ．̓
日，5月21日，6月19日，7月24日，9月3日，
10月18日，11月12日，12月11日，1月23日，2
月・3月はίϩφΠϧスײછ֦େ防止のた
め中 止．
ʻ中෦支෦ʼ
̍．日本地質学会中෦支෦総会，シϯϙδ

ム	6�29	
δΦύーࢁ୩;くいউܢཽڪ，
Ϋ とそれを取りרく活動
，研究発表会

ཽڪ， 
日	८検（6�30，（頭・ϙスターޱ）
．（δΦύーΫ見学ࢁ୩;くいউܢ

̎．応用地質学会中෦支෦ओ࠵ʮ応用地質学

ۚ	ʮ現地踏査実शʯʯ（10�11࠲ߨ）へのޙ
ԉ．及びࢣߨをݣ．

ʻۙـ支෦ʼ
̍．ୈ 36 ճ地球科学ߨԋ会ʮ04- 年代ʵ࠭

ཻにࠁまれた時の記Աʯ（4�20	
，日本ଯ
ੵ学会・地学団体研究会େࡕ支෦・େࢢࡕ
立自વ࢙ത物ؗとの࠵ڞ，େࢢࡕ立自વ࢙
ത物ؗߨಊ，）ࢣߨ：ాଜ ږ（産業技術総
合研究所），ࢀ加者 150 ໊

ʻ࢛国支෦ʼ
̍．ୈ19ճ日本地質学会࢛国支෦ߨԋ会・総

会（12�14	
，߳େ学研究交流౩5֊研
究者交流スϖース	ொΩϟϯύス
），
頭発表9݅ޱ：ԋߨ加者：69໊，個人ࢀ

（特別ߨԋ1݅，一般ߨԋ8݅），ϙスター発
表8݅．

ʻ日本支෦ʼ
̍．̍．2019 年 5 月 11 日：地質の日۽本

େ会（࠵ڞ），۽本ത物ؗا画展：ۙに
知るʮくまもとのେ地ʯ（5 月 12 日ʙ6 月 
2 日）IUUQT���LVNBNPUP�DJUZ�NVTFVN.KQ�
FYIJCJUJPO�245�615�512�3

̎．2019 年 6 月 10�11 日：ޱࢁେ学地質ߨ
श会（$1% ߨश会）（ޙԉ）

̏．2019 年 10 月 26（）：ޱࢁେ学αΠΤ
ϯ ス ϫ ー ϧ υ（ ޙ ԉ ）IUUQT���XXX.TDJ.
ZBNBHVDI J �V .BD . KQ� KB�DPNNVOJ UZ�
TX�2019.IUNM

̐．2020 年 2 月 28 日：ʮ支෦員会ʯ৽ܕ
ίϩφΠϧス対応で中止

̑．2020 年 2 月 29 日：ʮ支෦ྫ会・総会
（भいのちのたびത物ؗ）ʯ৽ܕίϩφ
Πϧス対応で中止．ߨԋ要ࢫ提ग़者の一
෦はرによりʮΈなしߨԋʯとした．

̎．ࣥ行理事会および理事会議決・承認事߲
1
 理事会議・෭議のબग़ 議 ： ਿ ా
ࢠ，෭議：ಓྛࠀఓ
2
 ֤બߟҕ員会ҕ員は，ҕ員ؒの互બ
により，ُඌ࢘ߒ理事がҕ員にબ任され
た．
3
 論文不正問題について，4�4付，5�17付で
会明をग़した．֘会員に対しては，
6�6 付文ॻをもって厳重ҙを行った．

4
 ౦ੴࢁのࢁ小ʠੴࢁʡの要ॻ
	4�6付
を，৽ډࢢおよびѪඤݝへ6�14に提
ग़．
5
 +(/事務ہより受託のϢωスί世քδΦύ
ーΫ国ਪન申請にかかるص上৹査につい
て，৹査ҕ員3໊をબग़し，ਪનした．ॻ類
৹査を依頼．
6
 地学ΦϦϯϐοΫ日本ҕ員会より，ୈ12
ճΦϦϯϐοΫ予બ・本બのग़題ҕ員にҕ員
1໊をਪન．
7
 ʮνϟϨϯδ地球2019ʯʕ小学ੜのための
地学ΦϦϯϐοΫ	日本地質学会地学ΦϦϯ
ϐοΫ支ԉҕ員会ओ࠵
の実施について，౦
．2会場での実施計画を承認ࡕେ・ژ
ʻ౦ژ会場ʼΫΠζ30（12�15	日
，౦ژେ
学），δΦύーΫ୳検	11�23	
，ஜࢁ地Ҭ
δΦύーΫ

ʻେࡕ会場ʼΫΠζ30（12�15	日
，େࡕ教育
େ学），δΦύーΫ୳検	11�10	日
  ӄւࢁ，

δΦύーΫ؛
8
 学研より，図ؑ-*7&ʰؠੴ・߭物・Խੴʱ
	2020年6月発行
へのʮݝのੴʯհ記事のܝ
．を承رࡌ
9
 (441	ઍ༿ηΫシϣϯ
認定申請にかかわ
る対応について，ސ問ห࢜ޢと相ஊし，地質
学会はあくまでも学術的重要性をؑΈた立場
から見解を発信する．
10
 ʮ地質学者にえてもらおうʯの)1質問
૭ޱを一時ఀ止した．Ԇしているະճ分
の対応は広報	ޱࡔ理事・小ٶ理事
およびࣥ
行理事会を中心にճを࡞成する．ޙࠓは理
事を中心にճ者Ϧスτを࡞成してׂりৼ
る．ੜ֔教育ҕ員会もڠ力する．
11
 ʮઍ༿ηΫシϣϯʯに関する明を，会
໊にて8�15付，学会)1にࡌܝ．
12
 δΦϧδϡのൢച先Ӧ業のため，δΦύ
ーΫ全国େ会おおいたେ会へのϒースग़展を
承認．
13
 બڍの開ථ立会人	2໊
のબग़．ۚᖒ人
会員，ඌு૱ࢠ会員．
14
 記念日ڠ会よりʮ地質の日ʯ	5�10
のొ
録確認があり，ొ録をҡ࣋するためのʰ記念
日ొ録確認ॻʱをฦ信．
15
 地球連合の2020年ϓϩάϥムҕ員の
ਪન：	正
 ൘ ʗ 	෭
 ೲ୩༑規
16
 標४ংに関する解説ʮ(441とはԿ
かʁʯを学会)1と/FXTࢽにࡌܝ．
17
 ʮ国際年代ং表ʯが2019年5月に改గさ
れ，日本ޠ൛をߋ৽．
18
 標४ংに関するシϯϙδムʮ(441
シϯϙδムʙ国際ংのҙ味とҙٛʯ
	11�23     	

の開࠵を承認.
19
 事務ہӡӦ規ଇについて，事務ہなど
の৬位をઃけ，৬務権限を定めることを承
認．
20
 事務ཱྀہඅ規ଇについて，国家公務員の
ཱྀඅ規程を४用していたものを規ଇとして定
めることを承認．
21
 地質技術者教育ҕ員会のҕ員બग़	任ظ：
2021年6月30日まで
．ҕ員：ఱ野一உ，෭
ҕ員：ࠤʑ，ҕ員	+"#&&
：真

Ҫ  Ӵ，ྛ  広थ，ҕ員ߥ一，小ٱۚ，࢘
	$1 %
：加౻ࡉ，࢜ߴُ，ࢤ正உ，౻
Ҫ正ത
22
 2020年બڍ理ҕ員会のҕ員બग़．ҕ
員：ඈా健ೋ，ҕ員：ఱ野ರࢠ，上܀৳
一，٢ా健ଠ，野࡚ ಞ
23
 ʮ地質学論ूʯ෮ץの要にたいして，
論ूഇ止のܦҢなどをߟ慮し，地質学ࢽࡶ特
ू߸として提案することをճした．
24
 ๅౡ社からのݹੜ物図ؑのम依頼を承
．ॻ੶発行ޙ，ؖ国ޠ༁൛についてๅౡ
社からग़൛計画があり，承．
25
 HFP�'MBTIのϚスίϛ等への配信رにつ
いて，地質学の普及に関わると判அされる場
合は，配信ొ録を認める 	配信先の情報を確
認する
．文෦科学ল記者Ϋϥϒにたいして
配信رをืる．
26
 日本技術者教育認定機ߏ	+"#&&
より，
立20周年記念シϯϙδムおよび࠙会
	11�2 6
へのটを受け，ࠤʑ෭会とఱ
野理事（地質技術者教育ҕ員会ҕ員）がग़
੮．
27
 େؖ地質学会との学術交流のため，Υ
Ϧス理事	国際交流担
が学術େ会	10�23�26，

भౡࡁにࢀ加．
28
 ʮ地球にわくわくະ来ΨΠυʯ	地学ΦϦ
ϯϐοΫ予બࢀ加者配ࢠ
への広告ࡌܝ
依頼があり，8&#教材の広告をࡌܝ．
29
ԋ会，地質ߨຽࢢ	େ会の普及事業ݹ໊ 
情報展
にたいし，科研අ	研究成果公開ଅ進
#
を申請した．結果は࠾．
30
 2019年の෦会の交代を了承．	ւ༸

小ݪହ
31
 ໊༪会員ਪનҕ員会ҕ員のબग़．ҕ員：
ʑ෭会ࠤ
 ・֊別ҕ員	4໊
公ி：෦๕，小中：

ࢁ会社：向，߂教員：ถᖒ正ߴ
ӫ， େ学：ଜ　学

 ・৬責ҕ員	֤支෦7໊
：Լ 徹，ྛ 信ଠ
，࡚ࢁ༤，େ౻ ໜ，ాࡾଜ宗थ，
康ོࡔૣ，一ݡࢁ

 ・理事会ਪનҕ員	1໊
：保༄康一
32
 次ظの֎෦事ީิ者のਪનについて，
現事のࢁ本正ࢯ࢘をਪનすることを承認．
33
 地質学ࢽࡶのߘにかかる保証ॻ，ஶ࡞
権ৡ等同ҙॻ，ฤू規ଇ，ஶ࡞物利用規定
のӳ༁൛をߋ৽および৽規࡞成した．
34
 保証ॻおよびஶ࡞権ৡ等同ҙॻ	文

のॺ໊・ೀҹに関する不౷一な記ड़をॺ໊	
ೀҹ不要
に౷一することを承認．
35
 ୈࡾ種༣便の規定にそった広告ࡌܝにつ
いて，地質学ࢽࡶの付録である/FXTࢽでの
Έ広    告をืू・ࡌܝしていたが，༣便৹
査事務ηϯターより，ʮୈࡾ種༣便物承認定
（ࢽFXT/）行物ʯの規定にଇり，付録ץظ
の記事中と表̏	ཪ表ࢴのଆ
への広告ࡌܝ
は認められないとの指ఠを受けた．1261ר߸
	2020年1月
以߱の広告のืू・ࡌܝは次のよ
うに対応する．
 ・/FXTࢽ：表̐	Χϥー̍ท

 ・地質学ࢽࡶ：記事中	നࠇ，αΠζ応相ஊ
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 ・/FXTࢽ，地質学ࢽࡶとも，表̎・表̏へ
の広告ࡌܝはしない．

36
 ֤બߟҕ員会のԼに֤બߟ検討ҕ員
会をઃஔし，日本地質学会，国際，小ᖒ
ّ明બߟのࢾ問をした．
 ・（指定ҕ員）：দాതو	ҕ員
，ΥϦス

α Π Ϟ ϯ， ଟ ా ོ ，࣏ ࢁ ࿏　 ರ， େ ౻　
ໜ，ҏ౻　৻，ւ野　進，ాଜ๕，౻
మ࢘，෦๕，	ࣥ行理事会ਪનҕ員
：
ү࡚行༤

 ・*TMBOE  "SDについては，*TMBOE  "SDฤ
ूҕ員会にબߟをࢾ問した．

37
用教科ॻʮ地学基ૅʯߍ等学ߴよりؗྛܒ 
	教科ॻ，指導ॻ，デδタϧ教科ॻ
へのʮݝ
のੴʯのXFCϖーδへのհ文およびϦϯΫ
のرࡌܝを承．
38

ࢢࡩݝҵ	ੴ材᷂ࣉ からの学会ϩ
ΰϚーΫ利用申請を承．
39
 2020年年会会場予約が了し，େ会日程
が確定した． 2020年以߱の開࠵地は次の通
り．
2020年　中෦支෦：໊ݹେ学（2020�9�9	
ਫ
ʙ11	ۚ
）
2021年　関౦支෦：ૣҴాେ学の予定で調
中（会場予約は会̍ظ年前から）
40
 防災学術連携体よりʮසڊେ災害シ
ϯϙδム	3�18
ʯの発表ืूにたいし，会
員に発表をืったとこΖ1݅の応ืがあり，
地質学会からの発表として申ࠐした．ྛ　信
ଠ会員，発表タΠτϧʮेాՐࢁにおけ
る想定େ規Րと社会対応の問題点ʯ
41
 	ಠ
େ学改ֵ支ԉ・学位त与機ߏからの
要請により，専門ҕ員	国立େ学教育研究評
価ҕ員会専門ҕ員および機関別認証評価ҕ員
会
ީิ者として，会員5໊をਪન．
42
 2020年ాࢁ科学ࡒ団研究ॿ成につい
て，1݅のਪનを承認．
43
ΧタΧ	ޠFHIBMBZBOの日本.ظޙ৽世 
φ
表記はʮϝΨϥϠϯʯとする．
44
 これまで，-0$が୯ಠで行ってきた学術
େ会の広報は，໊ݹେ会から-0$と広報
ҕ員会 がڠ力して行う．
45
 ಡച,0%0.0৽ฉよりʮݝのԽੴʯの
取材ڠ力について，Ҫཾ康文理事が対応した
	2020年 2月13日߸，見開き特ू໘ʰ発見ʂ
にっΆんのԽੴʱにࡌܝ
．
46
 日本学術会議，ୈ24ظ学術のେܕ研究計
画に関するϚスターϓϥϯが公表され，地質
学会提案のʰ地球研究資ྉのΞーΧΠϒ
ԽとΩϡϨーシϣϯシステムのߏங	計画൪
߸94，学術領Ҭ൪߸24�1
ʱがબ定された．
47
 ৽ܕίϩφΠϧスײછ֦େのঢ়گをߟ
慮し，4�4の理事会は8&#会議システムをซ
用して開࠵する．
48
 ୈ11ճ地球ϑΥτίϯテスτの৹査
結果（応ื総374点）：最༏ल1݅，༏ल
2    ݅，δΦύーΫ1݅，日本地質学会
1݅，δΦమ1݅，スϚϗ1݅，ೖબ5
݅，Ղ    13݅࡞をબग़．
49
 େ学ೖࢼηϯターにたいしʮྩ2年
େ学ೖࢼηϯターݧࢼの地学関連科目に関す

るҙ見ॻ	2020�2�25付
ʯを提ग़．
50
．େ会८検案ॻฤूҕ員の交代ݹ໊ 
ฤूҕ員：ਢ౻ࡈ	ݹ໊େ
ˠݪ܀හ೭	৽
ׁେ学

෭ҕ員：ݪ܀හ೭	৽ׁେ学
ˠത	Ѫ知
教育େ

51
・େ会のӡӦҕ託はΞΧデϛοΫݹ໊ 
ϒϨΠϯζに決定．
52
 ظೲ会අをਗ਼ࢉした会員にたいし，
業ྔが過େ࡞等のόοΫφϯόーのૹ本ࢽࡶ
であり，όοΫφϯόーのظ保もෛ担と
なっている．όοΫφϯόーはݪଇとしてૹ
付せず，ر者にのΈૹ付する．
53
 会員理業務ܰݮのために，同時ظ実施
のબڍ実施年と会員໊࡞成年の時ظを見
し， 次の໊の発行を̍年らせること，ま
た໊のࡏり方について検討開࢝を承認．
54
 ʮ小さな&4のつどい：小・中・ߍߴੜె

ʮ地学研究ʯ発表会ʯの໊শをʮ日本地質    
学会δϡχΞηοシϣϯʯにมߋすることを
承認．開࠵ճはʮ小さな&4のつどいʯか
ら引き継͙ことで，継ଓ性を担保する．
55
 地質学ࢽࡶฤूҕ員のฤू体制のมߋに
ついて，ҕ員のୀ任とิॆ，৽体制を承認	
ҕ員໊は地質学ࢽࡶ	表2

রࢀ ．
56
 2019年事業実績報告・決ࢉ案	˞1
を
承認した．̡ 1߸議案ʳ
57
 2020年事業計画および2020年予ࢉ案
を承認した．̡ 3߸議案，4߸議案ʳ
58
 ໊༪会員ਪનҕ員会からީิ者として提
案された，ଜ༟ೋ会員ならびに小দ正
会員を総会にਪڍすることとした．̡ 5߸議
案ʳ
59
 ֤બߟҕ員会より提案されたԼ記の֤
त者を承認した．（ਪન文は1߸議案資ྉ
（রࢀ2
 ・日本地質学会（̍݅）

（େ学େ学Ӄ理学研究科ژ）࿏ರࢁ
対象研究テーϚ：理論テΫτχΫス研究に
よる地֪ม動࢙の解明

 ・日本地質学会  *TMBOE  "SD  （̍݅）
त  論 文：8BLBCBZBTIJ,  +.,  2017,  
4FSQFOUJOJUFT  BOE  TFSQFOUJOJUFT�  7BSJFUZ 
P G   P S J H J O T   B O E   F N Q M B D F N F O U  
NFDIBOJTNT  PG  TFSQFOUJOJUF  CPEJFT  JO  
UIF  $BMJGPSOJB  $PSEJMMFSB.  *TMBOE  "SD,  
26,  F12205.  IUUQT���EPJ.PSH�10.1111�
JBS.12205

 ・日本地質学会論文（̍݅）
त論文： ത2018，，中৽世におけ
るೆ日本の時計ճりճస．地質学ࢽࡶ，
124，675�691.

 ・日本地質学会研究ྭ（̎݅）
٠রӳ （ҏ౻ੴ༉開発ࣜג会社）
対象論文：٠রӳ・相ా٢ত・ُඌߒ
ౡࢠ種ݝౡࣇࣛ，2018，小信・࢘
෦，۽ໟ܈೭表の地質．地質学ࡶ
.124，313�329，ࢽ
Ӌ地ढ़थ（ژେ学େ学Ӄ理学研究科）
対象論文：)BKJ,  5.,  )PTPJ,  +.,  :BNBKJ,  
".,  2019,  "  NJEEMF  .JPDFOF  QPTU�JGU  

TUSFTT  SFHJNF  SFWFBMFE  CZ  EJLFT  BOE  
NFTPTDBMF  GBVMUT  JO  UIF  ,BLVOP EBUF  
BSFB,  /&  +BQBO.  *TMBOE  "SD,  28,  
F12304.  IUUQT���EPJ.PSH�10.1111�JBS.12304

 ・日本地質学会表জ（̎݅）
会社ౡॻళࣜג
表জ業績：図ॻ教材ग़൛を通͡た地学教育
への貢献
ࣛ野・ࡈ౻ᚸ・ാେ࡞・ඌ࡚正ل・
	ګ ࡔ・ೋ・౬ઙ真人ߒ୩හޫ・ా
Լ७，産業技術総ٶ・༃ೋ౻ࡈ・
人ނ
合研究所地質調査総合ηϯター
表জ業績：地質図の標४Խのための+*4  "  
0204，+*4  "  0205の制定・改正への貢献

60
 5月23日開࠵予定の総会議案	˞2
の承
認．
61
 総会および総会前ޙのࣥ行理事会・৽理
事会について，8&#会議による開࠵方法に
มߋすることを承認．
˞1：2019年決ࢉ報告の承認について：
事務ࡏہۈ務等の影響により決ࢉॲ理࡞業
がԆ．また，ԕ方より事をঌूして会計
査を行うことがしいため，次のように対
応することとした．
ᶃ5�23総会では決ࢉ報告（֓要定൛）の承
認を受けての֓要説明のΈを行う．7月上०
を目ॲに会計査を行ったޙ，総会のʮ継ଓ
会ʯ（7月Լ०ʙ8月上०を想定）を開࠵して
決ࢉ報告（確定൛）の承認を受ける．
ᶄ2019年決ࢉ報告の査は2019年の事
が行い，ʮ継ଓ会ʯは2019年の  理事，代
議員が行う．
˞2：決ࢉ報告（ୈ1߸議案 資ྉ3）以֎
の議案に（ୈ1ʙ5߸議案）は予定通り 承認
を受ける．
62
 総会前に開࠵予定のୈ11ճ地球ϑΥ
τίϯテスτ表জࣜの中止を承認．
63
 学術େ会のߨԋ要ूࢫのిࢠԽを検討す
るため，会員Ξϯέーτを実施	実施ؒظ：
2020�1�30�2�28
．ճは125݅	うち, ࢍ成
116݅，反対9݅
．Ξϯέーτの結果	χϡー
スࢽおよびHFP�'MBTI  /P.485にてΞϯέーτ
結 果 を 公 開IUUQ���XXX.HFPTPDJFUZ.KQ�GBR�
DPOUFOU0888.IUNM
を踏まえ，໊ݹେ会	˞
3
からのࢼ行的な実施を承認．
˞3：໊ݹେ会の開࠵可൱について：4�4
の理事会以߱，4�16に発ྩされたٸۓ事ଶએ
を受け，8&#でのྟ時ࣥ行理事会（ୈ10ݴ
ճ	4�21
，ୈ11ճ 	4�22
，ୈ12ճ	5�7
）にお
いて，େ会の開࠵について৻重に検討を重
ね，現ঢ়では1000人規の行事開࠵は厳しい
と判அし，1年Ԇظを次ظ৽理事会で৹議に
．るࢾ
64
 次の33໊の会員を50年会員としてݦজす
ることとした．
相ݪԆޫ，០　೭，ੴҪًळ，ాٛت，
上野将࢘，େݪ一உ，小ּ࢛ݑݪ，Ԟ野
ຬ ，加౻ᛨ一，݉Ԭ一，ਆా　，ࠤ౻
一，ୌ　ໜ，ୌܟന，߂平，ాॱڵ
༸༤，  ా७一，ݩ೭，目ᚸ，ݪ
ా知ࢠ，౻Ҫහ࢚，౻Ԭଠ，౻ࢁ　ರ，
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，࢘দ正थ，দా，࢙୩正， 本ַؒࡉ
，Ղতޱࢁ，߂Լ७，　৻一，ฯ૿ٶ
ԣࢁढ़࣏，ాलथ

����ܭۀࣄըࢠࠎ

（̍ɽ学ज़େ会）
　学会活動の中֩をなす学術େ会が学問の発
展にد与する場となり，本学会の社会におけ
るϓϨθϯス向上の場となることを目指し，
ୈ 127 年学術େ会（2020年໊ݹେ会）を 
2020年9月9日（ਫ）ʙ11日（ۚ）に໊ݹେ
学で開࠵する．

（̎ɽ学ज़׆ڀݚಈ）
　地球科学ܥ最େの学会として，地質学
および関連学問分野の進Խ・発展にد与する
ため，学会がओ体となって国֎の関連学術
団体との連携を取りつつେܕ研究等の立案・
ਪ進に努めるとڞに，学術会議等への提ݴな
どを通して地質学の継ଓ的発展を目指す．ま
た学術େ会等を活用して将来へ向けての学術
研究の෯広い展開をଅ進するとڞに，専門性
のߴい෦会と地Ҭにࠜざした支෦との連携ڧ
Խを図る．

（̏ɽग़൛׆ಈ）
　地質学ࢽࡶおよび *TMBOE "SD ࢽの安定し
たग़൛と༏れた論文の確保のため，引きつづ
き専門෦会等とڠ力してߘ૿に努めるこ
とに加え，地質学ࢽࡶでは৽規特ू߸のا画
についてもੵۃ的にਪ進する．また受理ܝޙ
までの時ؒॖに向け，不அの努力を行ࡌ
う．
　公ࣜ広報ࢽʮδΦϧδϡʯについては，δ
ΦύーΫや地学ΦϦϯϐοΫ，ത物ؗ，スϙ
ϯαー等との連携とࡒ務ߏ造のさらなる改善
を進め，安定的な発行のҡ࣋しつつ，さらに
．ຽへの広範な広報に努めるࢢ

（̐ɽ地質ࡂରԠ）
　ස発する地質災害の発ੜにਝに対応する
体制をߏ࠶ஙし，地質学的観点からのٸۓ調
査・研究をਪ進するとڞに，地質学会 )1 や
地質災害ϙータϧからの情報発信に努める．
　専門෦会・支෦，ならびに防災学術連携体
としての学会活動を通͡て，災害に関する地
質学的知識や情報の社会への提供・発信を継
ଓする．

（̑ɽී׆ٴಈ）
　学会公ࣜαΠτ	)1
，ιーシϟϧ・ωοτ
ϫーΩϯά・αーϏス	4/4
ʮちーともʯ，広
報ࢽʮδΦϧδϡʯ，ϦーϑϨοτ，ϑΥτ
ίϯテスτ，ߨԋ会などのαーϏスや機会に
ついて，よりޮ果的・ޮ的に情報を発信で
きるよう࠶検討とॆ実を図るとڞに，৽たに 
5XJUUFS等を活用して社会への情報発信をڧ
Խする．特に )1 の࠶点検とॆ実を図る．
　地学ΦϦϯϐοΫ，地ՐࢁこどもαϚー
スΫーϧ等への支ԉについては対価に見合っ
た資源資のために࠶検討を行うとともに，

ʮݝのੴʯの継ଓ的な普及とʮ日本地質学会
બ ݝのؠੴ・߭物・Խੴʯのग़൛に向け学
会をあ͛て取り組む．また地質情報展やʮ地
質の日ʯ事業の࠵ڞ・支ԉを通͡て，ࢢຽ・
地ҬϨϕϧのܒ活動をਪ進する．

（̒ɽࣾ会ݙߩ）
　国際ংҕ員会の国際ং୯ݩの日本ޠ൛
のߋ৽やং୯ొݩ録の体制උを進めると
ともに，学会活動や地質学ࢽࡶ等のग़൛活動
において地質標४のඋをଅ進する．また
産・・学の連携を進め，ϓϨスϦϦースや
学会明等をタΠムϦーに発信することによ
り，地質学が社会の࣋ଓ的発展に資すること
を発信し，社会的ϓϨθϯスの向上に努め
る．地質技術者の継ଓ教育については，$1% 
発行によるαーϏスڧԽを引きつづき図る．

（̓ɽ地学ڭҭ）
　ྩ3年େ学ೖࢼηϯターݧࢼ（本ݧࢼ）
の地学関連科目のʮ地学基ૅʯʮ地学ʯ問題
を確認し，改善等が必要であれҙ見ॻとし
て取りవめ，ೖࢼηϯターにૹ付するととも
に公表する．
　ʮΏめ基ۚʯॿ成ۚ事業で࡞成した小ʙ中
学ੜを対象とした教育用教材ʮϘΫたちの

ʠもとʡから地球のことを知Ζうʯについ
ては，̐年計画の最ऴ年にあたり，教材の
普及にあたるとڞに，教育現場・利用者から
のϑΟーυόοΫをݩにϢーβϏϦテΟーを
向上し，将来を担うए年への地質学の普
及・ܒに務める．

（̔ɽࡍࠃ࿈ܞ）
　学術交流ڠ定をక結しているେؖ地質学
会，タΠ地質学会，Ϟϯΰϧ地質学会，ϩϯ
υϯ地質学会，地質学会との交流につい

て，より実質的な学術活動の連携を図る．
　 ま た େ ؖ 地 質 学 会 と 連 携 し て*($2024

（2024 年ࢁז開࠵）での८検の४උ࡞業を進
める．

（̕ɽ学会ӡӦ）
　学会中ظϏδϣϯにおけるࡒ務の中ظ計画
と会員ݮগϞデϧに基づき，ࡒ務体質ڧԽと
֤事業の健全Խに努め，事業目的のୡ成と
ޮ果の確認を踏まえた事業ߏ成の見しを行
う．
　地質学ࢽࡶのग़൛事業については，2018 
年に実施した会員Ξϯέーτ結果をݩに，
֤種会員αーϏスとのόϥϯスをとりつつ中
定し，2020 年ࡦ務ઓུをࡒ・的なग़൛ظ
中の実施を目指す．
　会員αーϏスについては，ब৬支ԉ，地質
技術者の継ଓ的な専門教育（$1%）に連携
した地Ҭߨܕԋ会・ϫーΫシϣοϓ等の従来
事業の継ଓに加えて，ए手研究者およびそܕ
の予උ܉である学ੜ・Ӄੜ会員の育成のため
の৽ا画やシχΞ会員の活༂の場等を検討
し，よりັ力ある学会への֦ॆを図る．
　学会組織については，2018 年より進め
ている֤種ҕ員会・組織の実ଶ調査を踏ま
え，業務༰・責任の明確Խを進めるとڞ
に，学会規に応͡たҕ員会の理・౷合，
ޮԽをめる．また学会事務ہ体制について
は，৽たな人員体制のݩでの業務の理・౷
合とޮԽによって，継ଓ的な事務ہ業務を
進める．

˞次ทより以Լのࡒ務諸表をࡌܝする．
 務諸表ࡒ
 ・2019年ऩ支決2019）ࢉ年4月1日ʙ 2020

年3月31日）
 ・ऩ支計ࢉॻ（2019年4月1日ʙ 2020年3月31

日）
 ・計ࢉॻ類に対する記（2019年）
 ・ऩ支計ࢉॻに対する記（2019年）
（ࡏ2020年3月31日現）産目録ࡒ・ 
 ・ିआ対র表（2020年3月31日現ࡏ）
 ・正 味 ࡒ 産 ૿ ݮ 計 ࢉ ॻ（2019年4月1日 ʙ

2020年3月31日）
 ・会計査報告ॻ
 ・2020年ऩ支予2020）ࢉ年4月1日ʙ 2021

年3月30日）
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,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

　
　

　
負

担
金

支
出

5
0
0
,0

0
0

5
6
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

　
　

　
n
 雑

支
出

3
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

䐠
年

会
㛤

ദ
事

業
8
）

9
,7

0
2
,4

0
0

9
,5

9
2
,4

0
0

-
1
1
0
,0

0
0

　
　

　
a 

給
料

手
当

支
出

　
1
,2

0
0
,0

0
0

1
,2

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

　
　

　
b
 賞

与
支

給
支

出
　

2
8
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

　
　

　
c 

退
職

掛
け

金
支

出
　

6
2
,4

0
0

6
2
,4

0
0

0
　

　
　

d
 法

定
福

利
費

支
出

2
6
0
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

-
7
0
,0

0
0

　
　

　
⮫


㞠

賃
金

支
出

7
2
0
,0

0
0

7
5
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

　
　

　
旅

費
交

通
費

支
出

3
0
0
,0

0
0

1
3
0
,0

0
0

-
1
7
0
,0

0
0

　
　

　
通

信
運

搬
費

支
出

5
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

-
4
0
0
,0

0
0

　
　

　
機

器
賃

借
料

支
出

6
2
0
,0

0
0

5
2
6
,9

0
0

-
9
3
,1

0
0

　
　

　
消

耗
品

費
支

出
3
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

　
　

　
₇

㢟
Ⓩ

㘓
公

㛤
費

0
1
,0

9
0
,0

0
0

1
,0

9
0
,0

0
0
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科
目

2
0
1
9
年

度
予

算
2
0
2
0
年

度
予

算
案

前
年

度
予

算
と

の
増

減

　
　

　
印

刷
製

本
費

支
出

1
,2

0
0
,0

0
0

0
-
1
,2

0
0
,0

0
0

　
　

　
会

ሙ
賃

借
料

支
出

4
0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

　
 　

会
ሙ

タ
Ⴀ

・
タ

備
費

支
出

1
,6

0
0
,0

0
0

1
,8

0
2
,3

5
0

2
0
2
,3

5
0

　
　

　
᠓

ぶ
会

実


支
出

1
,0

0
0
,0

0
0

8
0
0
,0

0
0

-
2
0
0
,0

0
0

　
　

　
保

㝤
料

支
出

1
5
,0

0
0

1
5
,0

0
0

0
　

　
　

ጤ
ク

費
支

出
6
0
0
,0

0
0

1
,1

3
4
,5

0
0

5
3
4
,5

0
0

　
　

　
雑

支
出

5
1
5
,0

0
0

3
2
1
,2

5
0

-
1
9
3
,7

5
0

　
　

　
ᕠ

᳨
実


支

出
4
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

-
3
0
0
,0

0
0

③
普

及
事

業
9
）

3
,4

4
7
,4

0
0

4
,0

6
1
,3

0
0

6
1
3
,9

0
0

　
　

　
a 

給
料

手
当

支
出

　
1
,2

0
0
,0

0
0

1
,2

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

　
　

　
b
 賞

与
支

給
支

出
　

2
8
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

　
　

　
c 

退
職

掛
け

金
支

出
　

6
2
,4

0
0

6
2
,4

0
0

0
　

　
　

d
 法

定
福

利
費

支
出

2
6
0
,0

0
0

1
9
0
,0

0
0

-
7
0
,0

0
0

　
　

　
e 

会
議

費
支

出
2
5
,0

0
0

1
8
,9

0
0

-
6
,1

0
0

　
　

　
f 
旅

費
交

通
費

支
出

1
2
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

-
3
0
,0

0
0

　
　

　
g 

通
信

運
搬

費
支

出
1
6
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

-
1
0
,0

0
0

　
  
　

h
 消

耗
什

器
備

品
費

支
出

1
1
5
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

-
1
5
,0

0
0

 　
　

  
I 
O

A
機

器
・
シ

ス
テ

ム
等

保
守

管
理

費
、

7
5
,0

0
0

7
5
,0

0
0

0
　

　
　

j 
消

耗
品

費
支

出
7
0
,0

0
0

7
5
,0

0
0

5
,0

0
0

　
　

　
k 

印
刷

製
本

費
支

出
1
4
0
,0

0
0

1
,0

3
5
,0

0
0

8
9
5
,0

0
0

　
　

　
⮫


㞠

賃
金

支
出

3
0
,0

0
0

0
-
3
0
,0

0
0

　
　

　
会

ሙ
賃

借
料

支
出

1
0
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

-
8
0
,0

0
0

　
　

　
普

及
䜲

䝧
ン

ト
実


支

出
1
5
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

-
7
0
,0

0
0

　
　

　
広

告
ᐉ

ఏ
費

1
6
0
,0

0
0

1
6
0
,0

0
0

0
　

　
　

保
㝤

料
支

出
1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

0
　

　
　

諸
謝

金
支

出
5
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0

-
1
5
,0

0
0

　
　

　
負

担
金

支
出

4
0
0
,0

0
0

4
0
0
,0

0
0

0
　

　
　

n
 雑

支
出

4
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

0
䐢

支
部

・
部

会
等

活
動

事
業

1
0
)

2
,3

2
5
,0

0
0

1
,8

5
5
,7

6
0

-
4
6
9
,2

4
0

　
　

　
旅

費
交

通
費

支
出

1
7
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

　
　

　
通

信
運

搬
費

支
出

7
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

0
　

　
　

機
器

賃
借

料
支

出
5
,0

0
0

1
5
,7

6
0

1
0
,7

6
0

　
　

　
消

耗
品

費
支

出
2
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

　
　

　
印

刷
製

本
費

支
出

1
0
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

　
　

　
⮫


㞠

い
賃

金
1
5
0
,0

0
0

9
0
,0

0
0

-
6
0
,0

0
0

　
　

　
会

ሙ
賃

借
料

支
出

1
6
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

-
6
0
,0

0
0

　
　

　
䜲

䝧
ン

ト
実


支

出
1
,3

5
0
,0

0
0

9
0
0
,0

0
0

-
4
5
0
,0

0
0

　
　

　
保

㝤
料

支
出

4
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

-
2
0
,0

0
0

　
　

　
諸

謝
金

支
出

2
0
0
,0

0
0

1
8
0
,0

0
0

-
2
0
,0

0
0

　
　

　
負

担
金

支
出

2
0
,0

0
0

1
5
,0

0
0

-
5
,0

0
0

　
　

　
雑

支
出

4
0
,0

0
0

3
5
,0

0
0

-
5
,0

0
0

䐣
研

✲
ዡ

ບ
事

業
1
1
）

1
,0

5
0
,0

0
0

4
5
0
,0

0
0

-
6
0
0
,0

0
0

　
　

　
賞

ᤵ
与

支
出

3
5
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

-
1
0
0
,0

0
0

　
　

　
雑

支
出

7
0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

-
5
0
0
,0

0
0

䐤
特

ู
事

業
1
2
）

2
5
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

0
　

　
　

国
際

交
流

等
事

業
費

1
5
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

0
　

　
　

⥭
ᛴ

⅏
ᐖ

調
ᰝ

事
業

費
1
0
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

0

科
目

2
0
1
9
年

度
予

算
2
0
2
0
年

度
予

算
案

前
年

度
予

算
と

の
増

減

２
）
管

理
費

1
3
)

1
5
,5

6
1
,1

0
0

1
3
,5

6
5
,7

7
0

-
1
,9

9
5
,3

3
0

　
　

　
a 

給
料

手
当

支
出

　
4
,8

0
0
,0

0
0

4
,8

8
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

　
　

　
b
 賞

与
支

給
支

出
　

1
,1

2
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

　
　

　
c 

退
職

金
掛

け
金

支
出

　
　

2
4
9
,6

0
0

2
4
9
,6

0
0

0
　

　
　

d
 法

定
福

利
費

支
出

1
,0

4
0
,0

0
0

7
6
0
,0

0
0

-
2
8
0
,0

0
0

　
　

　
e 

会
議

費
支

出
1
4
0
,0

0
0

1
3
2
,3

0
0

-
7
,7

0
0

　
　

　
f 
旅

費
交

通
費

支
出

8
0
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

-
2
0
0
,0

0
0

　
　

　
g 

通
信

運
搬

費
支

出
1
,0

2
0
,0

0
0

6
0
0
,0

0
0

-
4
2
0
,0

0
0

　
  
　

h
 消

耗
什

器
備

品
費

支
出

5
1
7
,5

0
0

4
5
0
,0

0
0

-
6
7
,5

0
0

 　
　

 I
 O

A
機

器
・
シ

ス
テ

ム
等

保
守

管
理

費
3
3
7
,5

0
0

3
3
7
,5

0
0

0
　

　
　

j 
消

耗
品

費
支

出
3
1
5
,0

0
0

3
3
7
,5

0
0

2
2
,5

0
0

　
　

　
k印

刷
製

本
費

支
出

1
,2

0
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

-
1
,0

0
0
,0

0
0

　
　

　
l 
光

熱
水

料
費

支
出

2
5
1
,6

6
2

2
5
0
,0

0
0

-
1
,6

6
2

　
　

　
m

 事
務

所
賃

借
料

支
出

2
,5

7
8
,3

3
8

2
,4

8
7
,8

7
0

-
9
0
,4

6
8

　
　

　
諸

謝
金

支
出

5
1
8
,4

0
0

3
9
6
,0

0
0

-
1
2
2
,4

0
0

　
　

　
租

税
公

課
支

出
5
,0

0
0

1
2
,0

0
0

7
,0

0
0

　
　

　
負

担
金

支
出

3
0
0
,0

0
0

3
0
0
,0

0
0

0
　

　
　

n
 雑

支
出

3
6
8
,1

0
0

3
7
3
,0

0
0

4
,9

0
0

３
）
法

人
税

等
支

出
7
0
,0

0
0

7
0
,0

0
0

0
４

）
引

当
預

金
繰

入
支

出
1
4
）

3
0
0
,0

0
0

0
-
3
0
0
,0

0
0

　
　

  
繰

入
支

出
3
0
0
,0

0
0

0
-
3
0
0
,0

0
0

【
事

業
活

動
支

出
計

】
6
3
,3

9
5
,5

0
0

6
1
,9

6
5
,5

0
0

-
1
,4

3
0
,0

0
0

【
事

業
活

動
収

支
差

額
】

0
0

0
次

期
繰

越
収

支
差

額
1
5
,3

0
6
,2

2
6

1
3
,6

3
8
,2

6
7

-
1
,6

6
7
,9

5
9

＜
注

＞
2
0
2
0
年

度
予

算
案

1
) 

会
員

は
依

然
減

少
傾

向
、

前
年

よ
り

や
や

減
額

。
　

2
) 

雑
誌

等
の

購
読

も
減

少
傾

向
は

続
く

。
印

刷
負

担
金

が
収

入
源

と
な

っ
て

い
る

。

3
) 

年
会

参
加

費
変

更
な

し
、

名
古

屋
の

地
理

的
条

件
で

参
加

者
増

を
期

待
。

印
刷

物
の

売
り

上
げ

な
し

、
地

域
柄

広
告

収
入

は
望

め
な

い
。

4
) 

学
会

名
義

に
よ

る
出

版
物

印
税

の
寄

付
収

入
、

フ
ォ

ト
コ

ン
協

賛
金

な
ど

。

5
) 

目
的

に
応

じ
た

引
当

準
備

金
の

取
崩

し
を

予
定

。

6
) 

①
～

③
の

各
事

業
費

の
管

理
費

(ａ
～

ｎ
）
は

、
2
）
管

理
費

支
出

と
の

案
分

比
例

+
各

事
業

固
有

の
費

用
。

　
　

消
費

税
の

増
税

で
支

出
全

体
が

増
額

傾
向

に
あ

る
。

7
) 

地
質

学
雑

誌
印

刷
費

は
実

績
に

応
じ

て
増

額
。

8
) 

年
会

支
出

の
う

ち
、

案
分

比
例

の
管

理
費

（
a～

d
）
を

除
き

、
収

支
は

相
殺

の
予

算
と

す
る

。

9
) 

普
及

事
業

と
し

て
は

特
段

の
事

業
予

定
が

な
い

、
年

会
普

及
事

業
経

費
は

科
研

費
申

請
で

予
算

案
に

は
考

慮
な

し
。

1
0
) 

各
支

部
、

部
会

の
事

業
予

算
を

勘
案

し
た

が
、

低
調

。

1
1
）
引

当
金

で
賄

う
予

定
。

1
2
) 

国
際

交
流

費
に

よ
る

交
流

学
会

と
の

往
来

は
韓

国
の

招
聘

の
み

。

1
3
) 

管
理

費
は

今
期

は
特

筆
す

べ
き

事
業

は
な

い
の

で
例

年
並

み
。

P
C

等
の

入
れ

替
え

で
消

耗
什

器
経

費
は

増
額

。

1
4
) 

普
及

書
出

版
印

税
寄

付
を

繰
入

予
定

。
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Ӭ会һʢ��会һʣݦজ��໊
����ೖ会

相ݪԆޫ，០　೭，ాٛت，Ԟ野　ຬ，
ਆా　，ాॱ߂，ୌ　ໜ，ୌ༸༤，
ݩ೭，目ᚸ，ాݪ知ࢠ，౻Ҫහ࢚，
ాलथ，߂ฯ૿，࢘ರ，দా　ࢁ౻

（ॱ不同，ܟশུ）

日本地質学会ɹ����
໊༪会һਪનจ

日本地質学会໊༪会員ਪનҕ員会
ҕ員　ࠤʑ

　2020年の໊༪会員として，ଜ༞ೋ会
員および小দ正会員の2໊をબग़いたしま
した．ਪન理由は以Լのとおりです．

ଜ　༞ೋ
（にしむら　Ώう͡Ζう）
会 員　（1940年2月25日 ੜ　
　（ࡀ80
ਪન理由
　  ଜ ༞ ೋ  会 員 は，
1963年に広ౡେ学教育学

෦をଔ業ޙ，同େ学େ学Ӄ理学研究科म࢜՝
程およびത࢜՝程に進学した．1967年にޱࢁ
େ学にॿ手としてෝ任し，1974年には同େ学
理学෦ॿ教तとなり，1984年には同େ学教ཆ
෦教तにঢ任した．その1996，ޙ年から同େ
学理学෦教तを務め，2003年同େ学を定年ୀ
৬した．このؒ，1971年に理学ത࢜の学位を
取得し，2003年にはޱࢁେ学໊༪教तをत与
された．
　ଜ会員は，܊ࡾม成ؠ・ऑม成ݹੜの
ม成ؠؠੴ学・年代学・テΫτχΫスに関す
る研究を一؏して行ってきた．そのなかで，
നӢや֯રੴの,�"S年代をࣲాࢯݡとの
ѹม成ߴଳʯが3つの܊ࡾ同研究で行い，ʮڞ
ଳのෳ合（܊ࡾʕ࿇՚ଳ，周防ଳ，ஐ頭ଳ）
であることを提এした．そのޙ，൘୩徹ؙࢯ
とڞ同でスϨーτ（ϒυੴʕύϯϖϦーੴ
相程のऑม成ؠ）から࠶結থനӢをߴ७
に分して,�"S年代を測定することに成
ޭした．
　中・ݹੜ代のऑม成ؠが付加体とΈなされ
るようになった1980年代以߱は，その手法を
ඒೱ，ؠʕ中国ଳͩけでなく，࡚ม成܊ࡾ
ʕ୮ଳやடଳなどの付加体のม成年代の
解明にも応用して，ඍԽੴによるւ༸ϓϨー
τংの෮ݩと組Έ合わせることにより，日
本ྻౡのܗ成発ୡ࢙をେきくॻきえた．
　ଜ会員は，1962年に日本地質学会にೖ会
し，1985年のୈ92年学術େ会（ޱࢁେ会）で
はେ会実行ҕ員会の事務ہとしてେ会を成
ޭཪに導いた．また，2000年から2002年まで
日本支෦として支෦活動の活性Խにਚ力
した．
　地Ҭ社会においては，35年に及Ϳޱࢁେ学
での教育・研究成果をੜかして，ݝޱࢁ地
分類基本調査員，ݝޱࢁ文Խࡒ保ޢ৹査会ҕ
員やݝޱࢁԹઘ৹議会ҕ員など，国や自࣏体
の֤種ҕ員をଟ務めた．この΄か，改గを
8ճもܦたʮݝޱࢁ地質図（1�20ສ，1�15ສ）ʯ
やその説明ॻのग़൛にେいに関与した．ま
た，1990年にୈ一学श社からग़൛されたʮࢁ
ࠓ，ੴ図ؑʯはϕスτηϥーとなりؠのݝޱ
．൛をむはେきい࠶のޙ
　ଜ会員の地球科学に関する普及活動はこ

れらにとどまらず，地学のΨΠυシϦーζ
ʮݝޱࢁの地質とそのおいたちʯ，日༵の地学
ʮݝޱࢁの地質をめ͙ってʯなどଟのஶॻ
を世にૹりग़した．ޱࢁେ学ୀ৬ޙも，ߍߴ
のʮ地学ᶗʯ，ʮ理科総合"，#ʯの教科ॻや
ॻ，େ学のʮ教ཆの地学ʯ，ʮ基ૅ地球科ߟࢀ
学ʯのࣥච，日本地方地質ࢽʮ中国地方ʯの
ฤू・ࣥචを行った．

　以上のように，ଜ༞ೋ会員の地質学に
おける学術研究，教育，普及，そして日本地
質学会のӡӦへのଟେな貢献は，日本地質学
会の໊༪会員として相応しいものと判அし，
ここにਪનする．

খদ　ਖ਼
（こまつ　まさΏき）
会 員（1941年8月6日 ੜ　
（ࡀ78
ਪન理由
　小দ正会員は，1965
年にւಓେ学理学෦を

ଔ業ޙ，同େ学େ学Ӄ理学研究科म࢜՝程お
よびത࢜՝程に進学した．1971年に৽ׁେ学
にॿ手としてෝ任し，1976年には同େ学理学
෦ॿ教तとなり，1987年にはѪඤେ学理学෦
教तにঢ任した．その1996，ޙ年に同େ学理
学෦を務めた2003，ޙ年から2009年に同େ
学学にब任した．このؒ，1971年に理学ത
の学位を取得し，2009年にはѪඤେ学໊༪࢜
教तをत与された．
　小দ会員は，1965年代以߱，ւಓの日ߴ
ม成ଳに関するଟの地質学的研究成果をڍ
͛，従来の日ߴม成ଳの解ऍとはまったくҟ
なる画ظ的な౸ୡ点をஙき上͛た，すなわ
ち，1950年代以来提এされていた地向ࣼ造ࢁ
ӡ動にもとづく日ߴม成ଳが，େ性地֪と
ւ༸性地֪の合ি上体であることを明らか
にした．これらの研究によって，日ߴม成ଳ
のάϥχϡϥΠτ相を含むߴԹܕม成ؠ類
は，世քでも最もएい年代を示すߏ造体であ
ることを示し，さらにԼ෦地֪を含めたౡހ
およびେ性の地֪のܗ成に関して，画ظ的
なϞデϧを提এした．
　小দ会員の研究は日ߴม成ଳにとどまら
ず，ਆݹډᖇଳ，中෦日本のඈଭଳ，ඈଭ֎
ԑଳ，上ӽଳ，ඌଳおよび領家ଳ，さらに
はೆ日本の領家ଳなど日本ྻౡのओ要なߏ
造ଳにも及んでいる．これらߏ造ଳに産ग़す
るऄؠ，ΦϑΟΦϥΠτ，ϝϥϯδΣ，ߴ
Թܕม成ؠおよびߴѹܕม成ؠなど広い分野
にわたる研究対象について，ଟくの৽事実を
発見し，ౡހ地Ҭにおける৽しいテΫτχΫ
ス・Ϟデϧを提এした．
　また，これらの研究を通͡て，自વを観
する野֎研究の໘നさや重要性を学ੜに
え，ୈ一ઢで活༂する地質技術者ならびに研
究者をଟ育成した．1993年には，日ߴม成
ଳをは͡めとする日本ྻౡのߴԹม成ଳにつ
いての研究業績により，日本地質学会がत

ੴҪًळ
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与された．
小দ会員は，1964年に日本地質学会にೖ会
し，1988年から1994年に評議員を，1994年か
ら1998年に෭会をそれぞれ務め，1998年か
ら2002年に学会としての重責を果たした．
学会として日本地質学会の༷ʑな改ֵを行
い，そのޙの学会法人Խの基ૅをஙいた．ま
た，2003年に日本学術会議ୈ19ظ会員にब任
し，日本の学術活動の発展に貢献した．加え
て，2003年からの6年ؒはѪඤେ学学とし
て国立େ学法人Խを機にେ学改ֵを進め，日
本を代表する地球科学分野の世ք的な教育ڌ
点となるʮ地球ਂ෦μΠφϛΫス研究ηϯタ
ーʯをઃ立させ，その発展に貢献したことは
特චに値する．

以上のように，小দ正会員の地質学におけ
る学術研究，教育，普及，そして日本地質学
会のӡӦへのଟେな貢献は，日本地質学会の
໊༪会員として相応しいものと判அし，ここ
にਪનする．

����
日本地質学会֤तཧ༝

֤બߟҕ員会ҕ員　ُඌ࢘ߒ

　2020 年֤のतީิ者およびतީ
ิ論文についてԼ記の通り報告いたします．

日本地質学会
तऀɿࢁ࿏　ರ会һ
ݚେ学େ学Ӄཧ学ژ）
（Պڀ
ରڀݚςʔϚɿཧς
ΫτχΫεڀݚʹΑΔ地
֪มಈ࢙ͷղ໌
࿏会員は，ӽしたࢁ　
調査スΩϧによりϑΟー

ϧυから取得した質のߴい定ྔ的データに基
づき，地質学と物理学のことを通͡た理論
テΫτχΫス研究を年にわたり進めてき
た．研究ॳには，άϦーϯタϑ時代のม動
がϦϑτܗ成にうものであることを地質調
査によって明らかにし，日本ւ֦େに関する
日本ྻౡのテΫτχΫスϞデϧをϑΟーϧυ
データに基づき提示した．そのޙ，研究を地
֪ม動࢙の解明にू中させ，野֎調査と理論
的研究を౷合する手法で，ౡހのߏ造発ୡ࢙
の理解にେきく貢献した．その中で，2000 
年のଟ重ٯ解法（.VMUJQMF JOWFSTF NFUIPE）
を࢝めとして，அやมߏܗ造に関する৽た
なデータ解ੳ法をਫ਼力的に開発した．また，
応力やΈの解ੳιϑτΣΞをಠ自に࡞成
して国֎の地質学ίϛϡχテΟへ広く公表
し，৽しい解ੳ法の普及にਚ力したͩけでは
なく，ߏ造มܗに関する৽たなඳ૾のߏஙに
貢献した．さらに， ϑΟーϧυ研究のݧܦを
科学に応用し，月の地Լߏ造に関する৽
しい見方を提供した．
　教育໘においては，ʮϑΟーϧυ・Ωϟϯ
ϓʯをたびたび開࠵するなど，野֎調査の重
要性，特に地質図࡞成法とϑΟーϧυデータ
の解ੳ手法を֎の学ੜらに੯しΈなく
え，地質学ίϛϡχテΟの野֦େとϑΟー
ϧυ教育の継承・発展に貢献した．また，ஶ
ॻʮ理論テΫτχΫスೖ門ʯおよびʮ"O 
*OUSPEVDUJPO UP 5FDUPOPQIZTJDTʯ は， テ Ϋ
τχΫスを物理現象として理解するための専
門ॻとして国֎からߴい評価を得ている．
　以上の研究・教育へのਚ力は，地質学ࢽࡶ 
25 報，*TMBOE "SD 4 ࢽ 報を含む 100 報以上
の༏れた論文として実を結んでいる．さら
に，関連する研究分野の動向に関するϨϏϡ
ー論文等を国ࢽに公表し，国への情報発
信をੵۃ的に進めた．このように，理論テΫ
τχΫス研究を通した地質学ίϛϡχテΟへ
の貢献をଓけるࢁ࿏会員のたΏま͵努力は
．に値するࢍ
　本学会ӡӦに対する貢献として，地質学ࡶ
のࢽ年務め，学会 6 ظ ฤूҕ員を 3ࢽ

ׂがେきくมԽする時ظにʮ࠲ߨʯに代表さ
れる৽ΧテΰϦーをઃするなど，学会ࢽの
改善や月ץでのग़൛継ଓに献的に取り組ん
ͩ．また，本学会ߏ造地質෦会として෦会
活動にもେきく貢献した．さらに平成 28 年
からは本学会法務ҕ員会ҕ員を務めてい
る．
　以上のようなࢁ࿏会員の業績と，地質学お
よび日本地質学会の発展に果たしてきた貢献
をؑΈ，同ࢯを日本地質学会受者として
ਪનする．

日本地質学会�*TMBOE�"SD�
ରจɿ8BLBCBZBTIJ�
+�� 2�17�4FSQFOUJOJUFT�
B O E � T F S Q F O U J O J U F T ��
7BSJFUZ� PG� PSJHJOT� BOE�
F N Q M B D F N F O U�
N F D I B O J T N T � P G�
TFSQFOUJOJUF� CPEJFT� JO�

UIF�$BMJGPSOJB�$PSEJMMFSB�� *TMBOE�"SD� 26��
F122�5�
　"MUIPVHI TFSQFOUJOJUFT IBWF MPOH CFFO 
SFDPHOJ[FE BT JNQPSUBOU SFDPSEFST PG 
UFDUPOJD QSPDFTTFT, PXJOH UP UIFJS EFSJWBUJPO 
GSPN NBOUMF QFSJEPUJUF, UIF MBDL PG NPSF 
EFUBJMFE BTTFTTNFOUT PG UIFJS PSJHJOT BOE 
FNQMBDFNFOU NFDIBOJTNT IJOEFSFE UIF 
VOEFSTUBOEJOH PG UIFJS DPOOFDUJPO UP 
PSPHFOJD QSPDFTTFT. #BTFE PO GJFME�JOUFOTJWF 
SFTFBSDI, UIF BVUIPS QSPWJEFE B NPSF 
EFUBJMFE GSBNFXPSL, TIPXJOH NVMUJQMF 
PSJHJOT BOE FNQMBDFNFOU NFDIBOJTNT PG 
TFSQFOUJOJUF CPEJFT PG UIF $BMJ GPSOJB 
$PSEJMMFSB, XIFSF UIF MBDL PG UFSNJOBM 
DPMMJTJPO SFTVMUFE JO CFUUFS QSFTFSWBUJPO PG 
QSJNBSZ PSPHFOJD SFMBUJPOTIJQT. )F TIPXFE 
UIBU TFSQFOUJOJUFT GBMM JOUP UXP HSPVQT PG 
UFDUPOJD BGGJOJUZ, POF GPS XIJDI TFSQFOUJOJUFT 
CFMPOHFE UP UIF VQQFS QMBUF PG B DPOWFSHFOU 
QMBUF CPVOEBSZ UISPVHIPVU UIFJS IJTUPSZ, 
BOE UIF PUIFS GPS XIJDI TFSQFOUJOJUFT 
PSJHJOBUFE PO UIF TVCEVDUJOH 	MPXFS QMBUF
 
PG B DPOWFSHFOU QMBUF TZTUFN CVU XFSF 
USBOTGFSSFE UP UIF VQQFS QMBUF BT B SFTVMU PG 
TVCEVDUJPO� BDDSFUJPO XIFO UIF TVCEVDUJPO 
UISVTU TMJDFE JOUP UIF EPXOHPJOH QMBUF. #PUI 
UFDUPOJD BGGJOJUZ HSPVQT IBWF TFSQFOUJOJUF 
CPEJFT PG UXP TVCUZQFT, POF DPNQSJTJOH 
JOUBDU, CVU WBSJBCMZ EFGPSNFE, UFDUPOJDBMMZ�
FNQMBDFE TIFFUT PG TFSQFOUJOJ[FE QFSJEPUJUF, 
BOE UIF  P UIFS  DPOT J T U JOH P G  D MBT U J D 
TFEJNFOUBSZ TFSQFOUJOJUF EFSJWFE GSPN 
FYIVNFE TFSQFOUJOJUF CPEJFT. 5IJT XPSL 
IBT CFFO DJUFE BT QSPWJEJOH B OFX HVJEF GPS 
SFTFBSDI PO UIF DPOOFDUJPO CFUXFFO 
TFSQFOUJOJUF BOE UFDUPOJD QSPDFTTFT JO UIF 
XPSME�T PSPHFOJD CFMUT.
　+PIO 8BLBCBZBTIJ SFDFJWFE IJT #.". JO 
(FPMPHZ JO 1980 GSPN UIF 6OJWFSTJUZ PG 
$BMJGPSOJB 	6$
 #FSLFMFZ, BOE IJT 1I.%. JO 
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(FPMPHZ JO 1989 GSPN 6$ %BWJT. "GUFS 
SFDFJWJOH IJT 1I.%., IF XPSLFE BT BO 
FOHJOFFSJOH BOE FOWJSPONFOUBM HFPMPHJTU GPS 
16 ZFBST 	1989�2005
, UIF MBTU 13 ZFBST BT BO 
JOEFQFOEFOU DPOTVMUBOU CBTFE JO )BZXBSE, 
$BMJGPSOJB. *O 2005 IF NPWFE UP 'SFTOP, 
$BMJGPSOJB, UP CFDPNF B GBDVMUZ NFNCFS 
	OPX 1SPGFTTPS PG (FPMPHZ
 BU UIF $BMJGPSOJB 
4UBUF 6OJWFSTJUZ 'SFTOP XIFSF IF IBT 
UBVHIU HFPMPHZ DMBTTFT BOE DPOEVDUFE 
SFTFBSDI TJODF. %VSJOH IJT BQQMJFE HFPMPHJD 
DBSFFS, IF XPSLFE PO B WBSJFUZ PG EJGGFSFOU 
QSPKFDUT JO FOHJOFFSJOH BOE FOWJSPONFOUBM 
HFPMPHZ, CVU BMTP DPOEVDUFE BOE QVCMJTIFE 
SFTFBSDI JO WBSJFE BTQFDUT PG UFDUPOJDT BOE 
UFDUPOJD HFPNPSQIPMPHZ. 4JODF CFDPNJOH BO 
BDBEFNJD IF IBT GVSUIFS FYQBOEFE UIF 
SBOHF PG IJT SFTFBSDI. .PTU PG IJT SFTFBSDI 
GPDVTFT PO BDUJWF QMBUF NBSHJO UFDUPOJDT, 
JODMVEJOH 	1
 UIF OBUVSF PG TVCEVDUJPO 
JOUFSGBDF EFGPSNBUJPO BOE MBSHF�TDBMF 
NBUFSJBM NPWFNFOU BT SFDPSEFE JO FYIVNFE 
TVCEVD U J PO  DPNQ MFYFT  TVDI  BT  UIF 
'SBODJTDBO PG $BMJGPSOJB, BDSPTT B SBOHF PG 
UFNQPSBM BOE TQBUJBM TDBMFT, 	2
 TVCEVDUJPO 
JOJUJBUJPO QSPDFTTFT,
　	3
 QSJODJQBM PSPHFOJD DPNQPOFOUT, TVDI BT 
T F S Q F O U J O J U F T ,  N É M B O H F T ,  I J H I � 1 
NFUBNPSQIJD SPDLT, BOE PDFBO
　QMBUF TUSBUJHSBQIZ, BT SFDPSEFST PG 
PSPHFOJD QSPDFTTFT, 	4
 DPOOFDUJPO CFUXFFO 
UFDUPOJD QSPDFTTFT BOE NFUBNPSQIJD 1�5 
FWPMVUJPO, BOE 	5
 FWPMVUJPO PG USBOTGPSN 
GBVMU TZTUFNT. )F BMTP DPOEVDUT SFTFBSDI PO 
MPOH UJNF BOE MFOHUI TDBMF HFPNPSQIPMPHZ 
BOE MJOLBHFT CFUXFFO TVSGBDF QSPDFTTFT BOE 
UIF DMBTUJD TFEJNFOUBSZ SFDPSE. " DPNNPO 
UIFNF P G  B M M  P G  I J T  SFTFBSDI J T  UIF 
BQQMJDBUJPO PG NPCJMF SFGFSFODF GSBNFT UP 
CFUUFS VOEFSTUBOE UIF FTTFOUJBMMZ GPVS�
EJNFOTJPOBM QSPDFTTFT PG UFDUPOJDT BOE�PS 
HFPNPSQIPMPHZ. *OUFOTJWF GJFME XPSL, 
JODMVEJOH EFUBJMFE HFPMPHJD NBQQJOH BOE 
QF U SPHSBQIZ  B SF  B M T P  G PVOEB U J POB M 
DPNQPOFOUT PG NVDI PG IJT XPSL.

日本地質学会จ
ର   จɿ 　 ത ɼ
2�18ɼத৽ੈʹ͓͚Δ
ೆ日本ͷܭ࣌回Γ回సɽ
地質学雑誌ɼ124ɼ675r�
691�
　本論文は日本ւ֦େに
関連したೆ日本ճసӡ

動の現時点における総ׅである．本論文でஶ
者は，ೆ日本のݹ地࣓ؾについてのۙ 
25 年ؒの自のものも含んͩ公表データを
ஸೡにϨϏϡーし，それらに基づいた中৽世
におけるೆ日本のճసྔ，ճస時ظ，およ
びճసなどを明らかにしている．本論文
は総説ͩが，データϨϏϡーに基づく議論は

ΦϦδφϧであり，特にいؒ 15 .B ࠒと
信͡られていたճస時ظが，それよりも 
200r300 ສ年ૣくऴ了したという説を， ط存
の年代データの୮念な見しに基づいて立証
した点は目される．また，֤地Ҭの地質と
அӡ動をߟ慮して，ճసྔとճసにつ
いての議論を展開し，ΦϦδφϧな見ੵもり
を得ている．これらの成果はஶ者が得ҙとす
るʮஸೡな地質調査をϕースにした年代学
的・ݹ地࣓ؾ学的調査ʯの一つの結実とݴえ
る．本論文は，中৽世とその前ޙの日本ྻౡ
地質発ୡ࢙やݹ環境などの議論に影響を与え
るとߟえられ，ߴく評価される．以上の理由
により，本論文を日本地質学会論文にਪન
する．

日本地質学会ڀݚྭ
तऀɿ٠রӳ会һ
（ҏ౻ੴ༉։発ࣜג会
ࣾ）
ରจɿ٠রӳɾ૬
ా٢তɾُඌ࢘ߒɾখ
৴ɼ2�18ɼࣛࣇౡݝछ
೭܈ໟ۽ౡ෦ɼࢠ

දͷ地質ɽ地質学雑誌ɼ124ɼ�1�r�29�
　本論文はࣛࣇౡݝ種ࢠౡに分するݹୈࡾ
な地質について報ࡉ೭表のৄ܈ໟ۽ܥ
告したものである．࢛ສेଳೆଳに属する本
は，ংと地質ߏ造に不明な点がଟく，ଯ
ੵ年代とଯੵ環境のৄࡉについては΄とんど
検討されていない．٠らはਫ਼力的な野֎調
査によってؠ相のۭؒ分をৄࡉにѲする
とともに，ෳのタΫαのු༡性ඍԽੴをܥ
౷的に調査した．その結果， ೭表が前ظ
৽世ظޙのଯੵ物であることや，ੜࠟԽੴ
の検討に基づき本がਫਂ2000 Nをえる
ਂւでଯੵしたことを示した上で，౦�ೆ
方向のスϥスτ܈と᧞ߏۂ造によって同一
४が܁りฦす地質ߏ造も明らかにした．ま
た，検討४がभೆ෦の日ೆ܈に対ൺさ
れることをॳめて示した．これらの成果は，
ೆ日本֎ଳのܗ成࢙，ͻいては৽ੜ代の日
本ྻౡܗ成࢙を理解する上でඇ常に重要な貢
献である．٠らの研究は，ۙ年ܟԕされが
ちな，地ಓな野֎調査のੵΈ重ねをϕースと
しており，まさに地質学のԦಓともݴえる研
究スタΠϧが実を結んͩといえ，その研究成
果はߴく評価できる．この理由により，本論
文のච頭ஶ者である٠রӳ会員を日本地質
学会研究ྭにਪનする．

日本地質学会ڀݚྭ
तऀɿӋ地ढ़थ会һ
ݚେ学େ学Ӄཧ学ژ）
（Պڀ
ର   จɿ)BKJ�5��
)PTPJ� +�� :BNBKJ� "��
2�19�"�NJEEMF�.JPDFOF�
QPTU�SJGU� TUSFTT� SFHJNF�

SFWFBMFE�CZ�EJLFT�BOE�NFTPTDBMF� GBVMUT� JO�
UIF�,BLVOPEBUF� BSFB�/&�+BQBO�� *TMBOE�

"SD�28��F12��4�
　౦日本は，ౡހテΫτχΫスについて
種ʑのデータがそΖう教科ॻ的な地Ҭであ
る．この地Ҭの中৽世以߱の応力場มભに関
する研究は，ւ֎からもよくࢀরされてい
る．しかし，日本ւ֦େがऴわったともݴわ
れる 15.B ࠒよりޙの中ظ中৽世の応力ঢ়
ଶは，அ活動が不活発ͩったためこれまで
不明確ͩった．その時代に /&�48 向のؠ
຺がଟいことは知られていたが，その方向が
中ؒओ応力࣠なのか最େओ応力࣠なのかは明
らかになっていなかった．Ӌ地らは，୮念な
地質調査のཪ付けのもと，ࠓ世لにೖってか
ら発展した応力解ੳ法を利用して，それが中
ؒओ応力࣠の方向であり，この時代がऑ引ு
の応力場であったというえを導いた．本論
文は，࢛世لにわたってܽけていた౦日
本ހのテΫτχΫス࢙のϐースを，実証的デ
ータに基づいてຒめることに成ޭした研究で
あり，その成果はߴく評価できるものであ
る．この理由により，本論文のච頭ஶ者であ
るӋ地ढ़थ会員を日本地質学会ྭにਪન
する．

日本地質学会දজ
तऀɿࣜג会ࣾౡॻ
ళ
දজۀɿਤॻࡐڭग़൛
Λ通ͨ͡地学ڭҭͷߩ
ݙ
　 日 本 の 地 学 教 育 は，
小・中学ߍでは教科ʮ理

科ʯの中で，ߴ等学ߍでは，文ܥΫϥス中心
の 2 ୯位科目ʮ地学基ૅʯと，より進んͩ
༰である 4 ୯位科目ʮ地学ʯで進められ
ている．これら地学についての学शは，ओに

ʮ地学基ૅʯについては 5 社，ʮ地学ʯにつ
いては 2 社からग़൛されている教科ॻによ
って支えられているが，はগないもののࢀ
ॻも重要なׂを担っている．特に地球ߟ
෦からւ༸・େؾ，Ӊまでの広େなۭؒや
ଠཅܥのܗ成，そしてӉのੜにまで及Ϳ
େな時ؒスέーϧを学Ϳ地学分野において
は，図やࣸ真等の視覚教材は学शをਂめるう
えで特に重要なׂを果たす．そうした中，
会社ౡॻళは教科ॻग़ࣜגにあるࢢݹ໊
൛社ではないにも関わらず，1968 年以来，
のࡏでの利用を想定した図表ू（現ߍ等学ߴ
໊শはʰχϡーステーδ৽地学図表 ）ɦのग़
൛をଓけている．この図表ूはຖ年Ξοϓデ
ーτされるとともに，年に一，露頭ࣸ真
やΠϥスτのଟくが৽されるେきな改గも
行われて，最ۙの科学的知見がऩ録されてき
た．そのため，େ学のत業のߟࢀॻとして࠾
用される場合もある΄どで，その利用はେ
มߴい．必ずしも受ߨがߴいわけではない
地学について，こうした図ॻ教材を継ଓして
ग़൛し全国展開していることは，地学分野の
教育と普及にେきな貢献を果たしている．ג
ࣜ会社ౡॻళが果たした地学教育への貢献
をশえ，ޙࠓもこの図表ूの改గ・ग़൛が引
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きଓき行われることへのظもࠐめて，ࣜג
会社ౡॻళを日本地質学会表জにਪનす
る．

日本地質学会දজ
तऀɿࣛ和会һɾ
会࡞�ᚸ会һɾാେ౻ࡈ
һɾඌ࡚ਖ਼ل会һɾ୩
හޫ会һɾాߒೋ会
һɾ౬ઙਅਓ会һɾ�ࡔ

ਓނ	会һګɾࡈ౻༃ೋ
会һɾٶԼ७会һɼ࢈

ॴ地質ௐࠪ૯߹ηϯλʔڀݚ߹ज़૯ٕۀ
දজۀɿ地質ਤͷඪ४ԽͷͨΊͷ�+*4�"�
�2�4ɼ+*4�"��2�5�ͷ੍ఆɾվਖ਼ͷݙߩ
　地質図をඳくための +*4 規格が制定され
たのはൺֱ的最ۙである．国際的には，地質
図表示の*40 710 シϦーζ（1974r1984）が
あったが，それは֤国の事情に合わせられる
よう基本的事ฑͩけが決められていたもので
あった．日本でも，2002 年以前，地質図を
ඳくための公ࣜなϧーϧは存ࡏしておらず，
時，地質ίϯαϧタϯτ会社はそれぞれҟ
なる༷ࣜの地質図を࡞成していた． このよ
うなঢ়گで，ࣛ野会員を中心に，*40 
710 などをࢀরして地質図のඳき方の +*4 案
が࡞成された．ࣛ野会員は౬ઙ真人会員と国
の学ڠ会，業ք団体，機関（ಠ立行
法人を含む） からなるݪ案࡞成ҕ員会（ҕ員
：ݩ ګ ࡔ෭会）を組織して +*4 ݪ案
を࡞成した．このݪ案は，2002 年に日本
業標४調査会の৹議をܦて +*4 " 0204 とし
て公示されたޙ，公ڞ事業でわれる地質図
の表記が౷一され，国，ಓݝ等の地質調
査のೲ品要領としてこの +*4 " 0204 が࠾用
されることになった．2008 年には +*4 " 
0204 が改గされると同時にデδタϧ地質図
に必要な事߲とίーυを定めた +*4 " 0205 
が制定され，そのޙも 2012 年，2019 年と܁
りฦし +*4 " 0204 と+*4 " 0205 の改గが行
われて現ࡏにࢸっている．これらの改గに携
わったݪ案࡞成ҕ員会では，ݩࡔ෭会，ࡈ
౻༃ೋݩ会，そしてٶԼ७ݩ会がҕ員
を，ࣛ野会員，ࡈ౻ ᚸ会員，ඌ࡚正
୩，会員࡞ೋ会員，ാେߒ会員，ాل
හޫ会員，౬ઙ真人会員が事務ہを務めてき
た．
　これら地質図に関する +*4 は，公ڞ事業
での地質調査に広く用され，地質学の社会
実にେきなׂを果たしたことはݴうまで
もない．それらに対するࣛ野会員をは͡めと
する関者及び産業技術総合研究所地質調査
総合ηϯターの貢献は特にେきいものであ
り，日本地質学会表জにਪનする．

02-21_ওЕӫݨ.indd   21 2020/07/27   10:32



22 日本地質学会News　23（̓）

$ " - & / %"3
������ʙ

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開࠵日，会合໊，開࠵学会，開
場所を͝案கします．会員のօ༷の情報࠵
をおちしています．
˒ҹは学会ओޙ（ޙ），࠵ڞ（ڞ），࠵ԉ，

．ࢍڠ（ڠ）

2�2�年
�̇月　4FQUFNCFS
˓日本地ٿԽ学会2�2�年年会
9月14日（月）ʙ17日（）ʦΦϯϥΠϯ
େ会ʧ
場所：߂前େ学
IUUQ���XXX.HFPDIFN.KQ�JOEFY.IUNM

˓日本߭Պ学会2�2�年年会ɾ૯会
9月16日（ਫ）ʙ18日	ۚ）ʦΦϯϥΠϯେ
会ʧ
会場：౦େ学੨༿Ωϟϯύス
IUUQ���KBNT.MB.DPPDBO.KQ�JOEFY.IUNM

˓第�7回ྺ࢙地ڀݚ会（ҏլେ会）
9月26日（）ʙ29日（Ր）
会場：ϋΠτϐΞҏլ（ࡾ重ݝҏլࢢ）
IUUQ���XXX.IJTUFR.KQ�JOEFY.IUNM

˓2�2�年第1回（ॳ৺ऀ͚）地
質ௐࠪݚमʲࢀՃऀืूதʳ
9月28日（月）ʙ 10月2日（ۚ）
ओ࠵：産総研ίϯιーシΞム
ࣨ࠲学：ҵݝつくࢢ（産総研）
野֎研म：ҵݝͻたちなかࢢɺ福ౡݝいわ
きࢢ
定員6໊（最小࠵行人：4໊）（定員になり
次ୈక切）

I U U Q T � � � X X X . H T K . K Q � H F P T D I P P M �
HFPUSBJOJOH�2020�1.IUNM

�̇�月　0DUPCFS
�ςΫϊΦʔγϟϯ2�2（ڠ）
10月1日（）ʙ3日（）ʦ։࠵Ԇظʧ
会場：ਆށ国際展示場
IUUQT���XXX.UFDIOP�PDFBO.DPN�

˓日本Ԡ༻地質学会令和2年ڀݚ発
ද会（໊ݹ）
10月1日（）ʙ2日（ۚ）
会場：໊ݹ国際会議場
IUUQ���XXX.KTFH.PS.KQ�JOEFY.IUNM

˓΅͏͍͍ͨ͘͜͞2�2��
ස発Խ͢Δେنࡂʹඋ͑Δ
ʵʮΈΜͳͰࡂݮʯॿ͚߹͍ΛͻΖ
͛Μ͍͞ʵ
10月3日（）ʦΦϯϥΠϯେ会ʧ
会場：広ౡ国際会議場
IUUQ���CPTBJ�LPLVUBJ.KQ�

˓日本Րࢁ学会2�2�年ळقେ会
10月8日（）ʙ10日	）
会場：໊ݹେ学
IUUQ���XXX.LB[BO.PS.KQ�+�JOEFY.IUNM

ڵφνϡϥϧώετϦʔৼݪ౻（ޙ）
೦�ެ։γϯϙδهઃཱ4�प年ஂࡒ
Ϝʦதࢭʧ

ʮւと地球の自વ࢙ʵมわりΏくւ༸環境か
らւ༸ϓϥスνοΫ͝Έまで地球の問題をߟ
えるʵʯ
10月10日（）13�30ʙ16�30
IUUQ���GVKJXBSB�OI.PS.KQ�

˓2�2�年第2回（͚ऀݧܦ）地
質ௐࠪݚमʲࢀՃऀืूதʳ
10月26日（月）ʙ 30日（ۚ）

ओ࠵：産総研ίϯιーシΞム
場所：ౡࠜݝग़Ӣࢢඌඓ周ล（小ҏւ؛）
定員：6໊（定員になり次ୈక切）
IUUQT���XXX.HTK.KQ�HFPTDIPPM�HFPUSBJOJOH�
2020�2.IUNM

˓日本地学会2�2�年ळقେ会
ʦΦϯϥΠϯ開࠵ʧ
10月29日（）ʙ31日（）
IUUQT���XXX.[JTJO.PS.KQ�

�̇�月　/PCFNCFS
˓第74回日本ਓྨ学会େ会
11月1日（日）ʙ11月3日（Ր・ॕ）ʦΦϯ
ϥΠϯେ会ʧ
会場：ࢁསେ学ҩ学෦Ωϟϯύス
IUUQ���BOUISPQ�NFFUJOH.TBLVSB.OF.KQ�

発ද会ڀݚ第�6回θΦϥΠτ（ڠ）
11月19日（）ʙ20日（ۚ）
場所：ࢁ国際会議場
IUUQT���K[B�POMJOF.PSH�FWFOUT

�̇�月　%FDFNCFS
˓地質学࢙࠙会
12月25日（ۚ）13�30より
会場：とͽあ　701߸ࣨ（౦ژ۠Ԧࢠ）
�その虚૾࢙େ地質学教ࣨژޙ常正：ઓذࢤ
と実૾
ౡಓࢠ：h 地質学者φϚϯʱを上Ѹし
て
問い合わせ先：ౡ QYJ02070!OJGUZ.DPN

ҙ：৽ܕίϩφΟϧεײછ֦大のӨڹ
ʹΑΓɼࣄߦ中ࢭのՄੑ͋Γ·͢ɽ実
前ʹ֤ओࣄの༗ແʹͭいͯ࠵開ࣄߦのࡍ
ɼい߹Θͤઌʹ֬͝ೝͩ͘͞いɽऀ࠵
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日本地質学会にدせられ
たީิ者のืू・ਪન依
頼等を͝案கします．

֤ɾ
ॿڀݚ

第��回ʢྩ�ʣ
ԭೄڀݚྭਪનԠื

　ԭೄ研究ྭは，ԭೄの地Ҭৼڵ及び学
術ৼڵに貢献する人材を発۷し，育成するこ
とを目的として，ত54年にઃされました．
本ྭは，ԭೄを対象とした将来性๛かな
༏れた研究（自વ科学，人文科学，社会科学）
を行っている৽進研究者（ຢはάϧーϓ）の
中から， 受者3໊以をબߟし，ྭと
して本ฒびに෭として研究ॿ成ۚ50ສԁ
をଃり表জするものです．
応ื資格：

（1）ԭೄを対象とした༏れた研究を行ってい
る

（2）ྩ2年7月15日現ࡏで50ࡀ以Լ
（3）学ڠ会・研究機関एしくは実績のある研
究者からਪનを受けた者

（4）ग़地および国੶は問わない
応ื方法：

（1）ʮԭೄ研究ྭਪન応ื用ࢴʯ
（2）研究成果物（論文3点以，ஶॻがある
場合は1），

（3）研究成果物（論文またはஶ者）の要ࢫ
（"4判ԣॻき1,000ࣈ以），要ࢫは日本ޠと
する．

（4）ओな研究業績の目録（ஶॻ，論文等30点
以）
　応ืక切は9月30日となっていますので，
ਪનをر͞Εるํ9月�日（ۚ）·Ͱʹɼ
ࢴձѼʹ͝࿈བྷ下͞いɽਪન応ื用ࣄཧߦࣥ
は， IUUQ���XXX.PLJOBXBLZPVLBJ.KQ�QVCMJDT�
JOEFY�52� からμϯϩーυしてԼさい．
ॻ類提ग़先・お問い合わせ： 
˟101�0052　౦ژઍ代ా۠ਆా小ொ3�7�3
公益ࡒ団法人ԭೄڠ会ʮԭೄ研究ྭʯ
F�NBJM�PLJOBXBLZPVLBJ!PLJOBXBLZPVLBJ.KQ
5&-：098�997�3011 
'"9：098�997�2678
IUUQ���XXX.PLJOBXBLZPVLBJ.KQ�

第��回౦ϨՊ学ٕज़͓Αͼ
౦ϨՊ学ٕज़ڀݚॿの

ީิऀਪન

̍ɽ౦ϨՊ学ٕज़
ީิ者の対象：（1）学術上の業績がݦஶな方

（2）学術上重要な発見をした方（3）ޮ果が
େきい重要な発明をした方（4）技術上重要
な問題を解決して，技術の進歩にେきく貢献

した方
：1݅につき，ঢ়，ۚϝμϧおよびۚ
500ສԁ（2݅以）
క切：2020年10月9日（ۚ）必ண（学会క切：
9月25日）

̎ɽ౦ϨՊ学ٕज़ڀݚॿ
ީิ者の対象：国の研究機関において自ら
のΞΠデΟΞで๖ժ的研究に従事しており，
かつޙࠓの研究の成果が科学技術の進歩，発
展に貢献するとこΖがେきいとߟえられるए
手研究者（ݪଇとしてਪન時45࠽以Լ）．本
ॿ成が重要な研究අと位ஔづけられ，これに
より申請研究が格ஈに進展するとظされる
ことが要݅．
申請の基となった研究がւ֎で行われていて
も差し支えありません．
ॿ成ֹۚ：総ֹ1ԯ3ઍສԁ．1݅3ઍສԁ程
まで10݅程とします．
క切：2020年10月9日（ۚ）必ண（学ձక：
9月2�日）
ˎਪનを͝رの方は，上記学会క切までに

ࣥ行理事会Ѽに応ืॻ類をおૹりԼさい．
ˎ֤ਪનॻ要ࢫは，ϗームϖーδからもμ

ϯϩーυできます．
　IUUQ���XXX.UPSBZ�TG.PS.KQ
問い合わせ先
公益ࡒ団法人౦Ϩ科学ৼڵ会
˟103�0021
౦ژ中ԝ۠日本ڮ本ੴொ3ஸ目3൪16߸（日
本ࣨڮொϏϧ7֊）
5FM： 	03
6262�1655　'BY：	03
6262�1901
IUUQ���XXX.UPSBZ�TG.PS.KQ

日本ΞΠιトーϓڠ会
ྭืू

日本ΞΠιτーϓڠ会は，์ࣹ性同位体及び
์ࣹઢ利用研究において，基ૅ及び応用に関
し，ಠ的かつݦஶな成果を発表し，将来の
利用֦େ・発展へのد与がظできる個人に
対する表জをしています．自ન・他નを問わ
ず，広くީิ者をืूしますので，ͥͻ͝応
ืくͩさい．なお，Լ記応ื資格をຬたせ，
．応ืも可能です࠶
分野：研究分野は理・ϥΠϑαΠΤϯス分
野とし，以Լにその研究領Ҭྫを記す．
1. ΞΠιτーϓの造研究及び理学，学，
्ҩ学，ༀ学，ҩ学におけるその利用研究
2. ์ࣹઢ測定の基ૅ及び์ࣹઢ測定機ث開発
研究
3. ์ࣹઢ関連の物理・Խ学・ੜ物学基ૅ研究
4. ์ࣹઢが関する環境科学研究
5. ΞΠιτーϓ利用ଅ進をスίーϓとした活
動
応ื資格：以Լの݅をຬたす者．
2021年4月1日において，ຬ45ࡀະຬ，または
ത࢜の学位取得10ޙ年以の者．たͩし，ग़
産・育ࣇ・հޢ等のϥΠϑΠϕϯτによるٳ

業ؒظ及び研究開࢝༛予ؒظをߟ慮する．
過ڈにおいて本を受していないこと．
応ืక： 202010月�0日（ۚ）
応ืॻ類等ৄࡉについてはϗームϖーδより
͝確認くͩさい．
IUUQT���XXX.KSJBT.PS.KQ�SFQPSU�DBU1�309.IUNM
お問合せ先
日本ΞΠιτーϓڠ会ྭ事務ہ
学術ৼڵ෦学術՝
5&-：03�5395�8081

ʮே日ʯީิऀਪનґཔ

　ே日৽ฉ社，ே日৽ฉ文Խࡒ団より，標記
のਪન依頼がありましたので，お知らせしま
す．
　ʮே日ʯは，1929年（ত4年）にே日৽
ฉ50ץ周年記念事業としてઃしました．
人文や自વ科学など，զが国の༷ʑな分野に
おいてܼग़した業績をあ͛，文Խや社会の発
展，向上にଟେな貢献をされた個人または団
体にଃられます．年齢，国੶に制限はありま
せん．
　ਪનॻは2020年8月25日（Ր）までに，所
定༷ࣜૹ付となりますので，ਪનをر͞Ε
るํ8月�日（月）·ͰʹɼࣥߦཧࣄձѼʹ
͝࿈བྷ下͞いɽ
　ਪનථはԼ記8&#からμϯϩーυでき
ますが，ύスϫーυが必要です．رされる
方は学会事務ہまでお問い合わせԼさい．
IUUQ���U.BTBIJ.DPN�BTBQ4
問い合わせ先：
ே日৽ฉ社$43ਪ進෦ʮே日ʯ事務ہ
˟104�8001　౦ژ中ԝ۠ங地5�3�2
5&-（通） 03�5540�7453
'"9 03�3541�8999
IUUQ���XXX.BTBIJ.DPN�TIJNCVO�BXBSE�
BTBIJ�
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੩ԬのେنࣗવࡂのՊ学

・णߊਔ・ଜాؠ
খࢁਅਓʢฤʣ

ɿܠͳ͍ઈ͑ݟ
ਂւఈڊେ地ܗ

౻Ԭଠஶ

静岡新聞社，2020年3月31日発行，
256ページ，1,600円（＋税），
ISBN 978-4-7838-0555-7

講談社ブルーバックス，
2020年5月20日発行，254ページ，
1,000円＋税，ISBN 978-4-06-517904-8

に知られ，活用されることにより価値がେき
く૿す．その点で，地Ҭのେ学とത物ؗがۓ
ີに連携してΞτϦーνに取り組むこと
で，防災教育上େきなޮ果をੜΈग़すとظ
でき，੩Ԭݝで行われているのはその先進事
ྫの一つͩと思われる．
　国が定めたϨϕϧ（-1, -2）の議論も
記録等に基づくසの࢙味ਂい．-1はྺڵ
いである一方，-2は想定しうる最େߴ
規のとされており，過ڈに実際にىき
たかどうかは必ずしも問われていない．その
ため，物証が不े分な過େ想定により，社会
に過の対ࡦを求めてしまうڪれもある．そ
の一方で，ڊେ地がͻとたび発ੜすれ，
੩Ԭݝでは౸ୡまでආの時ؒが΄とん
どない地Ҭがあるため，過小評価はڐされな
い．適切な事前防災が不可ܽであるという観
点に立て，-1か-2かにこͩわることなく，
して地Ҭの٭の地質記録に立ظ記録や࢙ྺ
実情にଈした防災計画をࡦ定することが重要
である．
　੩Ԭݝで発ੜしうる自વ災害は，もちΖん
地やͩけではない．300年以上੩Ժな
ঢ়ଶを保っているࢁ࢜のޙࠓもେมؾにな
るとこΖである．ๅӬ年ؒの1707年にىきた
ように，ڊେ地・とۙした時ظに
．になるگなঢ়ࠔがՐすれ，よりࢁ࢜
વにも෩シーζϯにたるかもしれなۮ
い．మಓやߴಓ࿏など物流のେ動຺を担っ
ている੩Ԭݝが機能しなくなれ，国とݺ
Ϳきঢ়گに日本がؕることは༰қに想૾で
きる．ଟ༷なέースがߟえうるが，౦日本େ
災の教܇をސΈれ，やはり最৽の科学的
知見に基づいて想定を܁りฦし見し，ண実
に防災力を向上させるしかないのͩΖう．
　とこΖで，ච者がࢠ供のこΖにはೃછΈの
なかったʰೆւτϥϑ（ڊେ地）ɦ という
にؾわれͩしたのか༿がいつから一般にݴ
なり，άーάϧτϨϯυをって調てΈ
た．どうやら，౦日本େ災の発災時点では
まͩ一般的にはわれておらず，2012年のՆ
͝Ζになってからසൟにわれͩしたよう
ͩ．この時ظには，ֳによりೆւτϥϑ
େ地の最େΫϥスのஅϞデϧ（-2Ϋڊ
ϥス）が提示された．一方，ࢲがࢠ供のこΖ
に耳にした౦ւ地というݴ༿は，もはや社
会的には΄とんどわれていないようであ
る．このようなڵ味ਂい社会のมԽは，౦日
本େ災を目のたりにし，次にೆւτϥϑ
Ԋいでىきる地とは౦ւ地方に限定さ
れたものではなく，2012年に発表された最େ
Ϋϥスのものではないかというڪれからىき
たのͩと思われる．やや過な反応のように
思える一方，ೆւτϥϑԊいの連動ڊܕେ地
はྺ࢙的にもىきており，より実ଶにଈし
て理解が進Έ，過小評価を防͙方向に社会が
動いたと理解することもできる．
　災害に関わる研究のେきな目的は，理学的
な真理の୳究にཹまらず，ඃ害ܰݮにまで貢
献することにある．そのために，過ڈの自વ
災害についての正しい知識を社会に提供しଓ

　2011年の౦日本େ災以߱，自વ災害に対
する社会の関心はඈ༂的にߴまった．地質・
地ܗ記録に基づき，先࢙時代にまでりස
ڊେ災害を調る研究は，国のΈならず地
方自࣏体の防災計画立案上，いまや不可ܽと
なっている．ච者は੩ԬݝのԊ؛෦ग़とい
うこともあり，ࢠ供のこΖから౦ւ地が
ۙʑ来ると教育され，ϔϧϝοτをண用して
通学するのがたり前であった．現ࡏでは，
੩Ԭݝの防災関のҕ員も務めており，੩Ԭ
ってい࣋い関心をڧの災害については特にݝ
る．そんなં，本ॻを手にした．
　本ॻは，੩Ԭେ学防災総合ηϯターの教員
ਞが中心となってࣥචされている．༰は，
౦地方ଠ平༸ԭ地とڊେ（ୈ一෦），
੩Ԭݝの地・（ୈೋ෦），ࢁ࢜・ҏ
౾౦෦Ր܈ࢁのՐ（ୈࡾ෦），੩Ԭݝの自
વ災害と防災（ୈ࢛෦）の࢛෦ߏ成となって
いる．੩Ԭݝに限定された༰かと思ってい
たが，੩Ԭݝの自વ災害を切りޱとしながら
も，地球科学や災害科学の要点がޮよく押
さえられており，教科ॻ的な活用もできる
༰になっていることにಡΈ進めてؾがつい
た．また，ྡする;͡のくに地球環境࢙ϛ
ϡーδΞムと連携して行われている，防災教
育やΞτϦーν活動についてもհされて
いる．防災に関わる研究は，その成果が一般

　本ॻは，世քのਂւのେ地ܗへのԾ想的༗
人ਂւજਫધʮϰΝーνϟϧ・ϒϧーʯを用
いた地球一周のཱྀ行記のܗを取った，いわΏ
る科学ಡΈ物である．ਂւ底の地ܗは，ւ底
Լނ一般には一することはできないが，༗
人જਫધの૭からは؟での観が（最େの
視քは10 N程であるが）可能である．そ
こで，ϧーτをしつな͗合わせると，େ
地ܗ全体をோめることが可能となり，それか
らいわΏるʮ見えないઈܠʯのோが実現す
る，という実体ݧの༥合で世ք一周ができ
る，というझ向である．༰の΄とんどがஶ
者	౻Ԭࢯ
 自らの目視観による実際の観
とಠ的な発想と解ऍを組Έ合わせてߏ成さ
れており，た͙いまれなϊϯϑΟΫシϣϯと
4'とを݉ねたಡΈ物となっている．৽ॻ一
ܦんͩஶ者のࠐに，これͩけの༰を٧め
したい．まさに，ϒϧーόοܟ能に࠽とݧ
Ϋスの発ץ時（1963年）のߨஊ社社のݴ
༿，ʮ科学をあなたのϙέοτにʯの通りで
ある．ւ༸地球科学研究者であったஶ者のϒ
ϧーόοΫスシϦースのなんと6目のもの
という．΄かのग़൛物も含めると，Ώうに10
なαΠΤϯスϥΠタ࡞をえよう．実にଟ
ーͩ．༰は互いに類ࣅ・重ෳする෦分がな
いとはいえないが，切りޱはそれぞれҟな

けることは，災害に関わる地質学者の責務で
あΖう．ࢲ自にとっても，本ॻは災害େ国
日本で地質学者が担うきׂの重要さを改
めてߟえすきっかけとなった．

（後౻ٱ）

紹　介
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る．ࠓճの論調は，地球の特にਂւのେ地ܗ
の実録的観に，諸研究者との交流に基づい
たݧܦを加えて，ஶ者の༸の文࠽が༥合
し，ಡむものをָしませてくれる．対象とす
るಡ者は，広く国ຽ一般と思われ，表現や
図・ࣸ真などのଟくは基ૅ的である．やや専
門的な༰も含まれるが，いわΏる論文や専
門ॻ・教科ॻではない．それΏえۃに厳ີ
な表現よりも，ಡ者をͻきつけるΤϯターテ
Πϯϝϯτ性を重視している෦分もある．ࡢ
，では，国ຽの地球やӉについての知識ࠓ
ཉ求，ҙ識はඇ常にߴいものになっている．
そのような人や，すでに地球科学・Ӊ科学

（地学）を学んͩ，あるいはこれから学ぼう
とする人（ߍߴ・େ学ੜなど）とྡする分
野の専門家などのために，רにߟࢀ図ॻの
հもある．
　本ॻは，は͡めににଓく5ষからなってい
る．ୈ1ষのਂւ底世ք一周は，જਫ科学の
の解説ܗେ地ڊと，ਂւજਫધを用いた࢙ྺ
である．Ծ想的༗人ਂւજਫધʮϰΝーνϟ
ϧ・ϒϧーʯにりࠐんで，ϦΞϧなେઈܠ
をோめつつ，周ลの地学的な説明をଓけてい
く．ϧーτは，地球のେԁにԊって，ݹٶԭ
の日本ւ2011）ߔ౦ԭ地などのڊେ地
のԝҬ）に࢝まり，ଠ平༸・େ༸・Πϯ
υ༸の中ԝւྮとւをめ͙り，最ޙに総
ԭࡾ重点のࡔ౦ਂւຍでऴわる，その్中に
は，ۭ中をඈͿʮϰΝーνϟϧ・ϒϧーʯの

ʮ特性ʯを活かして，ϋϫΠ諸ౡ，Ξϯデス
るといد地などにも立ちࢁ地，ώϚϥϠࢁ
う，世ք一周のૉらしいେཱྀ行をָしめ
る．その΄とんどのਂւҬに一൪りしたと
いうから，ஶ者のਂւおよび上へのあくな
き୳検的研究ଶにڻくかりである．ୈ2
ষは，ਂւ底ڊେ地ܗのಾにむという༰
で，ۙ年のこの分野の研究成果を，ਂւにな
ͥେ地ܗが発ୡするのか，などのಾ解きのܗ
で解説する．これもஶ者がट੮あるいはओ要
ધ研究者としてࢀ加した研究ߤւを中心と
した実録と成果をもとにしており，現代科学
としてのҙ味もある．ୈ3ষは，ϓϨーτ࢙
テΫτχΫスのは͡まりとあるように， 3次
，Ҽと理由付けをݪ的なϓϨーτのҠ動のݩ
地球ܗ成ॳظ（້Ԧ代）のϚάϚΦーシϟ
ϯ，ίϚνΞΠτϓϨーτなどのൺֱ的৽し
い説を中心として，ಠ自の観点からҙཉ的に
解説する．それはϋϫΠの༹ބؠでのϚάϚ
のҠ動を用いてϓϨーτのܗ成（上ঢと֦
େ），ΈࠐΈ，τϥϯスϑΥームஅを解
説した8.".μϑΟーϧυの先ۦ的なఱવ実
をհする．ୈ1,2,3ষとも，実際ஶ者が実ݧ
物を見てきたことによらなけれこれ΄どの
ྟ場ײあ;れる表現はできないと思われる΄
ど真にഭる．まさに本物の理科教育である．
　ୈ4ষは，ஶ者がஶ࡞中にڵがって，こ
れをॻかずにऴわれないと思ったとある͝と
く，ϚάϚΦーシϟϯという地球成ظ（້
Ԧ代）のある種のւをめ͙る最ۙの研究への
解ऍ（ίϚνΞΠτϓϨーτ説，δϟΠΞϯ
τΠϯύΫτ説など）を含めて解説してあ

る．ऴষでは地質学（広ٛには，ݻ体地球科
学全体を含む΄ど，現代の地質学は広がって
いるが）の，ݹくて৽しい問題である੪一க
説とఱม地ҟ説ؒの౻を，本ॻのϝΠϯテ
ーϚであるਂւ底ڊେ地ܗܗ成論と້Ԧ代の
δϟΠΞϯτΠϯύΫτなどにরらし合わせ
て解説し，ޙ者の説に܉配を上͛る．さらに
最ۙのӉ論・ૉཻࢠ論におけるμーΫϚタ
ーなども引用し，地球とੜ໋のڞ進Խに及Ϳ
との৽しいύϥμΠムのߟも怠らない．こ
のϑΟφーϨはѹ的なり上がりを見せ
る．以上，एׯཉுりともいえる༰ͩが，
これはこのஶ者にあってॳめてなしうるもの
であり，؟によるਂւ底の観をଓけてき
たஶ者の成果のूେ成であるといえる． 
　本ॻを一ಡして分かることは，ਂւજਫ研
究でのݧܦを୯なるཱྀ行記にとどめず，৽し
いものにग़会ったときに，ط存の֓念と理論

とに基づく成Ҽ論を，৽しいそれら（理ݪ）
とを༥合させて，次代のものへと止༲しύϥ
μΠムมへと進むというαΠΤϯスのֵ৽
的࡞業が，ࠓճ，ਂւ底ڊେ地ܗとそのҙٛ
というテーϚにॖڽした，といえる．ւ༸研
究は，個人でできることは限られ，ଟくは立
案の計画から，実際の研究ધのӡߤ，ߤւ中
の安全を含めて，ધ者すてによるڞ同࡞
業である．特に，જਫߤւにあっては，ધ
のધ研究者・技術支ԉ者・ધ・機関・
一等ߤւ࢜など，さらに特にજਫߤւではӡ
νーム（ύΠϩοτと技術者ू団）らとߤ
の，心を一にしたϫϯνームでの取り組Έが
ܽかせない．それらの事には，୯なるαΠ
ΤϯスとテΫϊϩδーのをえた人ؒ的な

要ૉが必要ͩ．ஶ者と一ॹにધしてઈえず
たことではあるが，ஶ者にはそのׂに͡ײ
おける࠽能がӽしている．その成果が，本
ॻに結実している．
　なお，個ʑのࡉかいことになるが，重要な
Օ所で，ஶ者のಠ自の解ऍや説明が見られる
のも，本ॻの特৭ではある．が，この分野は
日進月歩である．導かれる解ऍや理解が真実
にۙいかは，ޙࠓもมわってくるかもしれな
い．地球のߏ造，ΈࠐΈのタΠϓ分け

（νϦܕ・ϚϦΞφܕ），また付加体のܗ成
݅などのおおよそは確立されているが（ୈ一
次ۙࡉৄ，（ࣅな発ୡ࢙やҼ果関に関して
の研究は，ޙࠓも発展すると思われる．ま
た，図のଟくは力ͩ࡞が，一෦एׯ分かりに
くい個所もࢄ見される．ޙࠓ機会を得て改
గ・ิしていたͩけれありがたい．Ξυ
όϯスίースの方は，最ޙのߟࢀ図ॻ（特
に，中・ԭ野の教科ॻ，౦େग़൛会）を用
いてよりϋΠϨϕϧのษڧが可能であるが，
そのϦスτにはない以Լの̎をऄながら
示したい．
'SJTDI, 8. FU BM., 2011, 1MBUF UFDUPOJDT, 

4QSJOHFS�7FSMBH, 212Q, *4#/ 978�3�540�
7653�5（ඒしい図ຬࡌのϓϨーτテΫτ
χΫスと造ࢁӡ動に関する教科ॻ）

)BSGG, +. FU BM., FET., 2016, &ODZDMPQFEJB PG 
NBSJOF HFPTDJFODFT, 4QSJOHFS�7FSMBH, 
961Q, *4#/ 978�94�007�6238�1（5年 を か
けてฤूされたւ༸地球科学のେのඦ
科事య）

（খ༐ೋ）

அӡಈʹΑͬͯੜͨ͡ٿঢ়ϒϩοΫ

正会員　後౻ൟढ़（ࣜג会社भઃ計ίϯαϧタϯτ）

　ೆ日本֎ଳの࢛ສेྦྷ܈は，ি上அ（せんஅ応力）がӽする付加体であ
る．ࣸ真は，ݝ࡚ٶ日向ࢢの࢛ສेྦྷ܈中に見られる10ܘ Nにୡする球ঢ়のテ
ΫτχοΫϒϩοΫ（球ঢ়ϒϩοΫʀ࠭ؠ）である．地Լの੬性ʵԆ性సҠ領Ҭに
おいて，テΫτχοΫϒϩοΫを含むట質ؠがஅӡ動によりせんஅมܗをඃると，
動をとる．このԆ性ֱ差（EVDUJMJUZ DPOUSBTU）ڍはԆ性的ؠは੬性的，ట質ؠ࠭
により࠭ؠ（テΫτχοΫϒϩοΫ）のԑล෦が破அするとき，破அ෦にߏ成߭物
が༹༥するԹѹ力݅がੜ͡る．このѹ力破ࡅによってੜ͡た流体は࠭ؠとట質
．えているߟをؙく切り取るとؠ࠭，の境ք෦にԊって流れやすくؠ
　よって，このڊେな球ঢ়ϒϩοΫは，過ڈのڊେなϓϨーτ境ք地によってੜ
͡た可能性があるといえる．

දࢴհ
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　2019年5月，༑人ୡと1ധ2日の行程でࠇ࢜にొった．ॳ
日は，ߕӺからόスでঢઋڦに行き，ె歩でঢઋڦ（ࣸ
真�2），ߥμム，େୌ（ࣸ真�3），野Ԑ୩をり，ԏࠇ）ؠ
࢜を中心とする์ࣹঢ়຺ؠのうちの一つで国のఱવ記念
物）を見学し，ۙくのϚϯτϐΞࠇ平に॓ധした．ཌ日，
るീϲַ，Ξϧϓス，ೆΞϧϓಕにొり，ઇが࢜ࠇ
スのࢁʑ，നくًくࢁ࢜とそのらのࠇ࢜（ࣸ真�4）
をோめ，ࠇ࢜にొした．そのޙ，ُにԊってԼり，
ࣛԊいを上り，ಕをܦてۚࡩਆ社をࢀഈし，ַޚに
Ԋってঢઋڦにった（図�1）．
（2）ঢઋܗڦͷΞΠσΞ　ࠇࢁొ࢜からり，ʮ地質
図/BWJʯをって5ສ分の1地質図ʮַޚঢઋڦʯ2）でࠇ
平టۼのؠࢁ流の分を確認している時，ਫϲՐࡅՐ࢜
流ଯੵ物（図�1，図�2の.N）が൘ෑܢ୩上流，ߥμムԼ
流，ַޚ上流，ࣛ，ُに分していることにؾ
づいた．一般に，ట流はՏにԊって流Լするとߟえ，
時のߥはַޚからࣛ，ُに流れていたが，ࠇ
࢜Րࡅ流でԃき止められてঢઋڦに流れをมえたのでは
ないかとのΞΠデΞがුかんͩ．
（�）Ԑ୩ܗͷ༑ਓͷΞΠσΞ　このΞΠデΞを一ॹに
．ฦ信のϝーϧが来た，ޙにొった༑人にえた日࢜ࠇ
　ʮߥ上流で目を引く地ܗは野Ԑ୩のڦ୩です．そのࣼ໘は
に45ʙ50ڞ؛྆ と˃ٸで，୩のஅ໘はయܕ的な7ࣈを成してい
ます．このڦ୩は，ある事݅の結果ߥが流࿏をここに定め
てܹしくԼࠁしてग़来た可能性があります．その事݅はࠇ
の方にࡔ平付ۙからೣࠇ流によりࡅ流です．このՐࡅՐ࢜
流れていたߥچがೣࡔ付ۙでԃき止められ，現ࡏの野Ԑ୩
にあったҌ෦からਫがあ;れग़したとߟえました．ʯ（図�2）．
　ච者はയવと野Ԑ୩はࠇ࢜Րࡅ流以前から存ࡏしてい
たと思っていたので，このΞΠデΞは目からྡྷであった．
にߥچ୩からܢʯ，൘ෑߥچをʮߥ流前のࡅՐ࢜ࠇ
合流していたՏをʮچ൘ෑʯと記す（図�2）．
（4）Ӣ2019　ͯʹڦ年7月，上記のϝーϧを受けたཌि，
ච者は，େઇࢁ国立公Ԃのַࠇにొったޙ，ӢڦϏδタ
ーηϯターを๚れた．そこで，約3ສ年前，ുޚ平Χϧデϥ
のՐࡅ流がੴङをԃき止めڊେなބができ，まもなくބ
ਫがあ;れग़して৵৯によりӢڦがܗ成されたことを知
った（ւಓ上ৼہڵΣϒαΠτʮେઇものしりඦ科：
自વฤ େઇࢁのྺ࢙ʯ）．ࠇ࢜Րࡅ流によるʮߥچʯԃ
き止めのΞΠデΞと同͡ようなことがӢڦでىこってい
たのͩʂւಓのཱྀからり，このΞΠデΞが成り立つか

·͕͖͑
　本記事は，ࢁསߕݝࢢ෦に位ஔするঢઋڦ，野Ԑ୩，
େୌとઋᇝୌ（図�1，図�2）の成り立ちについてのΞΠデΞ
とそれに基づいてص上で検討した༰をड़たものである．
検討は，産総研地質調査総合ηϯターΣϒαΠτʮ地質
図/BWJʯ，国地理ӃΣϒαΠτʮ地理Ӄ地図ʯとॻ੶
やΠϯターωοτで公開されている文献により行った．
　ঢઋڦは，Ֆቋؠの中を࢜ਫߥܥが流Լし，ઋᇝୌ
などඒしいܢ୩で国の特別໊উに指定されている．ঢઋڦ上
流のߥ本流には7ࣈ୩の野Ԑ୩が，ߥ支流の൘ෑܢ୩に
はߴさ約30̼のେୌがある．また，ঢઋڦのには，ࠇ࢜
Րࢁの༹ؠԁٰの一つであるࠇ࢜（標1,633ߴN）があ
る．ࠇ࢜Րࢁは，デΠαΠτ質のՐࢁで，約100ສ年前ʙ
約50ສ年前（ߋ৽世ΧϥϒϦΞϯʙνόχΞϯ）に活動し，
周ลにはଟྔのՐࡅ流ଯੵ物が分している1），2），3），4）．周
ลの地質֓要を図�1に示す．

ͷ͖͔͚ͬ౼ݕ��1
（1）८ݕͱࠇ2018　ࢁొ࢜年6月，ච者（地ܗ，地質に
技術者）は，日本地質学会中෦支෦の地ݩつ࣋味をڵ
質८検ʮೆ෦ϑΥοαϚάφԑ地Ҭのม動地質ʯ（案
者ʀࢁསେ学の福地ཾ5（ࢯ）にࢀ加した．࡚۵ؠ流の
地からזແの݀ڮࢁ（図�1）にԼりる్中の֑にനい
ଯੵ物があった（ࣸ真�1）．同行の方にったとこΖ，ʮこ
れはࠇ࢜のܰੴである．ࠇ࢜という໊前はある所から
ோめるとࢁ࢜のらにࠇい࢜のように見えることから
໊付けられたようͩ．ʯと教えていた．ܰੴのനと໊前の
．く思ったڧり，行ってΈたいとのίϯτϥスτが心にࠇ

（正会員）ل৴ࢁ∁

ঢઋڦࠇ͕࢜ͬͨʁɿ
ʮ地質ਤ/BWJʯͱʮ地ཧӃ地ਤʯͰָ͠Ήݩ࢛࣍のཱྀʢલฤʣ

ࣸਅ�ɹࠇ࢜ಕからのࠇ࢜とࢁ࢜ɽ

ɽࣸਅ�ɹ大ୌɽڦのܰੴ（നい層）ɽࣸਅ2ɹঢઋ࢜ࠇと（നい層の上）۵ྲྀؠからɼࣸਅ̍ɹ࡚ࠨ
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検討を࢝めた．ओな検討༰を以Լにड़る．

༰౼ݕ��2
（1）ঢઋڦͷܗ　ঢઋڦのܗ成を以Լのようにߟえた．
ਫϲ෦にあったࢁ体が่壊しట流となって൘ෑܢ୩か
らۦけԼりた．時はঢઋڦはແく，ట流は，Ֆቋࢁؠ体
に行く手を્まれて一෦はࢁ体をۦけ上がり，時のՏ

（ʮچ൘ෑʯ）にԊって現ࡏのַޚからࣛ，ُへ
流Լし，その周ลにଯੵした（ۼ平ట流ଯੵ物）．そのޙ，
体が流れࢁؠʯをԃき止め，Ֆቋߥچ流がʮࡅՐ࢜ࠇ
を્Έঢઋڦ上流にԃ止ބがੜ͡た．まもなく（年程）
Ֆቋࢁؠ体のҌ෦からބਫがあ;れग़し，Ֆቋؠの৵৯が
ଅ進され，ॎ方向のׂれ目にԊってؠが่མしてঢઋڦの
こった．ాは，ઑىがߋの流࿏มߥ，成されܗ୩がڦ
ๆのܗ成に，Ֆቋؠの性質のうち，とくにׂれ目のִؒが
重要な影響を与える6）とड़ている．（図�2）
，流ଯੵ物はେきく5に分けられࡅՐ࢜ࠇଜらは，ʮࡾ　
֤相互のؒにはՐࢁ活動のٳ止ظを明ྎに指示するބপ
ଯੵ物がࡏڬするʯ2），ʮ最ॳの活動を示すՐࡅ流ଯੵ物は
1.0.B，そしてࢁの༹ؠԁٰ܈は0.5.Bである．このؒ
にେ規なՐࡅ流の流ग़時ظは時ؒؒܺをڬんで5ճをえ
る．したがって，ࠇ࢜Րࢁにおける規のେきなՐࡅ流
の流ग़は，୯७に計ࢉすると約10ສ年ຖに܁りฦされたこ
とになる．ʯ3）とड़ている．以Լ，ࠇ࢜ୈ1ظՐࡅ流ʙ
ୈ5ظՐࡅ流をʮ,1Րࡅ流ʯʙʮ,5Րࡅ流ʯと記す．
　地ܗ図と5ສ分の1地質図ʮַޚঢઋڦʯによれ，ַޚ
とࣛのؒは標ߴ約900N以上のඌࠜで，ʮ,3Րࡅ流ʯ
が広く分し，ಕ（図�2，標ߴ約910N）よりではʮ,2Ր
約920Nまで分している．ԃき止めՕ所のԣߴ流ʯが標ࡅ
அ図（想૾）を図�3ᶃに示す（なお，ʮߥچʯのϧーτと
ॎஅ໘は（3）にޙड़する）．ʮچ൘ෑʯのԃき止めはʮ,2
Րࡅ流ʯによる可能性がߴく，くとも約80ສ年前のʮ,3
Րࡅ流ʯにより確実に行われたとਪ定した．
　ԃき止められたਫがあ;れͩしたՖቋࢁؠ体のҌ෦は，
現ࡏのߥの流࿏付ۙで，その標ߴは約900N以Լとߟえた．
現ࡏ，標900ߴN以上のՕ所は，ڦ୩のӈ؛ではཏࢁࣉ

（標1,058ߴN）周ลͩけであり，その対؛にも標900ߴN以
上のඌࠜがあるので，Ҍ෦はこれらのؒにあったとਪ定し
た（図�2，図�4（B））．現ࡏのՏচにはઋᇝୌ（Տচ標ߴ約
670N，ʮ地理Ӄ地図ʯのஅ໘図機能を用）があり，Լࠁ
ྔは最େ約230Nとなる．
（2）Ԑ୩ͷܗ　（1）でड़たঢઋڦとࣅたことが野Ԑ
୩周ลでもىこった．ೣࡔ（標ߴ約1,130N）付ۙはࠇ࢜
から࢛ສेࢁ܈体につながる標1,100ߴN以上のඌࠜ（最
標ߴは約1,110N）で，ʮ,3Րࡅ流ʯなどが分する΄か，
流ʯが分ࡅあたりにはʮ,2Րߴ所的ではあるが最標ہ
している（図�2，図�3ᶄ）．これより，ೣࡔ付ۙにおける

ʮߥچʯのԃき止めも，ঢઋڦと同༷，約90ສ年前のʮ,2
Րࡅ流ʯによる可能性がߴく，約80ສ年前のʮ,3Րࡅ流ʯ
では確実であるとߟえた．
　ԃき止められたਫがあ;れͩした࢛ສेࢁ܈体のҌ෦
は，標ߴ約1,100N以Լで，現ࡏの野Ԑ୩ࠨӈ؛のߴ所を結
ͿՕ所にあったとߟえた（図�2，図�4（C））．現ࡏ，そこは
標ߴ約830NのՏচとなっており，Լྔࠁは最େで約270N
となる．とこΖで，野Ԑ୩の中ؒ෦にେきい۶ۂがある

（図�2）．Կۂ۶ނしているのͩΖうʁہ所的な地質のҧい
かもしれないが，野Ԑ୩がग़来る前に࢛ສेࢁ܈体のҌ
෦をはさんでにԼるとೆにԼるが平໘的にগしずれ
て存ࡏしていたが，Ҍ෦が৵৯・Լࠁされて྆方のがつ
ながり۶ۂ෦となったと想૾した．
　野Ԑ୩の7ࣈ୩はどのようにしてग़来たのͩΖうかʁ文

献7）を基に以Լのようにߟえた．࢛ສेࢁ܈体の৵৯に
対する߅性がڧく，かつࠨӈ؛΄ぼ同͡で，また，࢛ສ
े܈の向傾ࣼ2）がࠨӈ؛の一方が受൫，他方が流れ൫
というঢ়ଶではない．このため，Լࠁにいࠨӈ؛対শの
．୩となったࣈ̫

（ฤへଓくޙ）

ݙจߟࢀ
ং学的研究, 地球ࢁのՐࢁՐ࢜ࠇೋ（1967）߂ଜࡾ（1

科学　213ר߸
ยా正人（1978）5ສ分の̍地質・ࡾೋ・加౻༞߂ଜࡾ（2

図෯ʮַޚঢઋڦ地Ҭの地質ʯ,　地質調査所
ຍߕとࢁՐ࢜ࠇւໜ（1994）・ݡాࣲ・ೋ߂ଜࡾ（3

地方に分するՐؠࢁ類のՐࢁ活動と,�"S年代,　ؠ
߭

4）ඌ࡚正ل他（2002）20ສ分の̍地質図෯ʮߕʯ,　産
業技術総合研究所地質調査ηϯター

5）福地ཾ，ླढ़（2018） 2018年中෦支෦年会・シϯϙ
δム・地質८検報告, 日本地質学会/FXT　7PM.21 /P.8　
支෦ίーφー

6）ా　（1998）Ֆቋؠ地ܗの世քQ126,　ࠓݹॻӃ
7）小（2015）ߴ　ޱ౦ΞδΞのࢁ地における7ࣈ୩の地ܗ

学的特とܗ成要Ҽの研究,　科学研究අॿ成事業研究
成果報告ॻ

次߸のޙฤでは，ʮߥچʯ，ʮچ൘ෑʯのϧーτとॎஅ
໘，େୌ，ઋᇝୌの成り立ちについてड़る．

なお，以Լの図も含め全ての図・ࣸ真は学会)1にΧϥー൛
をࡌܝしています．
IUUQ���XXX.HFPTPDJFUZ.KQ�GBR�DPOUFOU0915.IUNM

図�2　現ࡏのߥとࠇ࢜Րࡅ流前のʮߥچʯ
図�3　ʮߥچʯのԣஅ໘（想૾）
図�4　Ҍ෦のஅ໘

ਤ�1ɹपล地質֓ཁ
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第1回
日ఔɿ2�2�年9月19日（）

༰：（֤ίース，ٛߨ，質ٙ応を含め3時ؒ程を予定）
＜午前＞ 東北アジア及び日本列島の地質構造発達史：辻森 樹

（東北大学）
IUUQT���SFTFBSDINBQ.KQ�UBUTVLJY
日本ྻౡの地質ߏ造発ୡ࢙は，ྻౡ֤地の研究成果のूੵとと
もに，より確からしいものへとஈ֊的に改గされてきました．
ण໋のଠ平༸ܕ造ࢁଳとして，ྻౡにはԯ年ؒにわたるେ
ԑのμΠφϛοΫなม動が記録されています．さらに，ۙ
なڷの地ܗ，そしてީؾやੜଶܥにも，その地体ߏ造の不連
ଓが影響を及ぼしています．本ίースでは，日本ྻౡの地体ߏ
造をߟえる上で基本となるߏ造ઢや基൫の不連ଓ境քなど，ྻ
ౡのେߏ造を෮शします．また，すさま͡い勢いで理解が進ん
できた౦ΞδΞの地質学的৽知見を総ׅし，その発ୡ࢙とେ
造について学शします．その他，一家に̍ຕʮ日本ྻౡ̓ԯߏ
年ϙスターʯ制࡞ൿもհします．

＜午後＞ 大陸成長から見るたのしい太古代研究：沢田 輝（海
洋研究開発機構）
IUUQT���SFTFBSDINBQ.KQ�ITBXBEB
25ԯ年以上前のଠݹ代地質というと，活動的な造ࢁଳの日本か
らはԕいւ֎の地質というΠϝーδがあるかもしれません．一
方，成しଓける೭ౡのように，日本の地質環境と地球࢙ॳ
ހΈやౡࠐ性が見ग़されてもいます．ϓϨーτΈࣅとの類ظ
Ր成活動といった，日本ྻౡではۙに͡ײる地球の活動．ଠ
の地球とどの程ࠓ であったのかʁܗ代地球はどのようなݹ
ҟなっていたのかʁ いま論争となっている෦分を中心に，わ
かっているようでわかっていないଠݹ代地球について，ओにେ
成研究のଆ໘から，そのしさとたのしさをհします．
ԋや学会発表とは一味ҧうೱްな時ؒを提供できれと思いߨ
ます．

　本年ळの学術େ会が৽ܕίϩφΠϧスײછ֦େの影響により中止（来年にॱԆ）になったことを受け，その代ସا画につい
てࣥ行理事会が中心となって検討してきました．その結果，代ସا画の一つとしてʮ日本地質学会シϣーτίースʯを開࠵するこ
とになりました．検討を進める中で，େ学の地球科学ܥ学科では地質学の基ૅ的༰でありながら学科ߏ成スタοϑのภりの
ために学෦ੜやେ学Ӄੜにे分教えられていないτϐοΫがあり，そうした༰を本学会がগしでもΧϰΝーできないかというҙ
見がありました．また，地質技術者や学ߍ教員，学ܳ員等が現ࡏの地質学の知見や研究方法等について学Ϳ機会があると良いとい
うҙ見もありました．こうしたҙ見を踏まえて，地質学のを支える基ૅ知識や最ۙϗοτな研究の題など，会員・ඇ会員を
問わずଟくの方ʑに知っていたͩきたいτϐοΫをʮ日本地質学会シϣーτίースʯでհすることになりました．本年9月19 日

（）にୈ1ճ目を，10月24 日（）にୈ2ճ目をΦϯϥΠϯで開࠵し，֤ճ2໊の研究者に題提供していたͩきます（ޕ前1໊，
．していたͩきたいと思いますߨそのಓのਫ਼Ӷによるίースをͥͻこの機会に受．（1໊ޙޕ

2020年7月11日
日本地質学会行事ҕ員  ത

�ඇ会員 4000ԁ（ॿ会員に所属する方は会員と同ֹࢍ）加අ（֤1日݊）会員 2000ԁࢀ
（）ඇ会員の学෦ੜ・Ӄੜはʮ会員ʯྉۚに含まれます．ʮඇ会員ʯとは学෦ੜ・Ӄੜではないඇ会員とします．
（）ޕ前のΈ，ޙޕのΈの受ߨの場合も，ࢀ加අのׂ引はありません．
定員：֤ίース100໊（定員は事務ہおよびࢣߨを含Έ，定員をえた場合は，会員が༏先となります）
申ࠐ方法：学会ϗームϖーδの専用申ࠐ画໘よりお申ࠐΈくͩさい（४උ中）．
その他：ر者には֤ίースຖの$1%受ߨ証明ॻを発行します．
申込受付期間：（第1回）8月中旬～9月7日（月）/（第2回）9月下旬～10月12日（月）
問い合わせ先：一般社団法人日本地質学会
ϝーϧNBJO!HFPTPDJFUZ.KQ　ి 03�5823�1150

第2回
日ఔɿ2�2�年1�月24日（）

༰：（֤ίース，ٛߨ，質ٙ応を含め3時ؒ程を予定）
＜午前＞ 層序学の基礎と応用：高嶋礼詩（東北大学）
IUUQT���SFTFBSDINBQ.KQ�SFBE0155080
本ίースではং学の基ૅฤとして，ؠ相ং，ੜং，ݹ地
ૉ，ૉ，スτϩϯνム，Φスϛࢎ）ং，Խ学ংؾ࣓
ム同位体ൺং），αΠΫϧং，年代ংの֓要を解説しま
す．そしてこれらのং学的手法を用いた国際標४年代ईの
成，(441の認定，日本の地での研究ྫをհします．応࡞
用ฤでは，ΞύタΠτඍྔݩૉ組成を用いたΦϧυϏスلʙୈ
，のテϑϥংの研究をհします．この手法を用いるとل࢛
ຒଓ成，༹結，෩ԽなどによってՐࢁΨϥスがม質したڽփ
ਫ਼で対ൺ可能になります．日本にはม質したߴについてもؠ
の露ग़がӽする地ҬがよくΈられることから，δϧίؠփڽ
ϯ年代と組Έ合わせることにより，日本の地の対ൺਫ਼向上
への貢献がظできます．

＜午後＞ 統計解析言語Rを用いた地球科学データ解析基礎実
習：上木賢太（海洋研究開発機構）
IUUQT���SFTFBSDINBQ.KQ�LFOUBVFLJ
ଟมྔ解ੳや理に基づくデータ解ੳは，地球科学においても
年ʑその重要さを૿しています．本࠲ߨでは，実際の地球科学
データを題材として，データ解ੳの実शを行います．ٛߨとし
て，ଟมྔ解ੳやઢܗճؼ，Ϟデϧબなどの֓念を解説する
とともに，地球科学，特にؠੴԽ学組成へ適用した研究のྫを
示します．さらに実शとして，౷計解ੳ向けのޠݴ及び実行環
境ϑϦーιϑτΣΞであるʮ3ʯを用いて，基ૅ的な解ੳを
֤自のύιίϯ環境上で実際に行います．通常のύιίϯ環境
がっていれ問題なく実शを行うことが可能です．必要な事
前४උ（3および3 TUVEJPのΠϯスτーϧ）のための資ྉや，
実शで用するデータ等は事前に配します．

日本地質学会第１回・第２回ショートコース開催のご案内
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任期：2020 年 5月 23 日～ 2022 年総会

任期：2020 年 5月 23 日～ 2024 年総会

一般社団法人日本地質学会
〒101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル

電話　03-5823-1150　FAX　03-5823-1156（振替口座　00140-8-28067）
e-mail: main@geosociety.jp　ホームページ htttp://geosociety.jp

一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定

　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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